
動

飼
ウ
音
便

の

一
考
察

(
上
)

五
四

動

詞

ウ

音

便

の

一

考

察

(上
)

藤

枝

徳

三

　
　
　
　
　
　
　

一　

序

　

管
見

に
よ
る
と
西
大
寺
藏

大
眦
盧

遮
那
成
佛

隙
變

加
持
經

(
一
六
六
〇
)
に

　

湛
　
タ
タ
ウ
テ

　

宣
　
ノ
タ
マ
ウ
テ

　

と
あ
る
の

が
動
詞

ウ
音

便

の
最

も
古

い
例

で

あ
る
。

そ
れ

以
前

の
現
象

に
就

い
て
は
確
定
的

な
事
を

去

へ
る
資

料

の
持
倉

せ
が
な

い
。

ウ
昔
便

の
設

明

を

ハ
、

バ
行
四
段

の
連

用
形

の

活
用
語
尾

が
助
詞

テ

に
逋

る
時

ウ

に

變

化

す
る
現
象

で
あ
る
と
す
る
事

に
就

い
て
は
大

鶻

異
見

を
插

む
ぺ
き

で

な

い
が
、
ウ
音

便

の
史

的
展
開

の
跡

を
辿

つ
・て
見

る
と
文
獻

上

の
事
貴

だ
け

を
根
蝶

と
す
れ
ば
ウ
表
記

以
外

の
表

記

も
現
れ

る

の
で
あ

つ
て
、
稍

奪
同
じ
時
代

に
發

生

し
た

と
思

は
れ

る
搬
膂
便

、
促
昔
便

の
表

記
を
も
考
慮

に
入
れ
る
と
そ

の
時
代

の
ウ

表

記

の
昔
便
現
象

は
今

日

の
ウ
音
便

と
酋
は
れ

る
も

の
と
果

し
て
全

く

同

一
の
竜

の
で
あ

つ
π
か
ど
う
か
と

云
ふ
疑

問

が
生
タ

る

の
で
あ

る
。

丈
獻

上

に
現
は
れ

た
文
字
表

記

の
み

を
根

鐶

と
し

て

の
立
論

を
す

る

の
で
あ

る
か
ち
從
來

の
ウ
替

便
読

を
否

定

し
去

る
よ
し
も
叛

い



が
、
縮
論
を
先
に
述
べ
る
と
ゆ
昔
便
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
撥
音
便
に
近
い
の
で
は
な
か
つ
た
か
と
推
測
し
度
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二
　
漢
字
音
の
ウ
表
記
例

　
ウ
が
撥
音
的
な
表
記
號
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
と
考
へ
る
の
は
字
音
表
記
の
例
か
ら
導
か
れ
る
事
で
あ
る
。

　
U
音
に
用
ひ
ら
れ
陀
場
合

　

慘
　
サ
ウ
　
層
龍
光
院
藏
大
眦
盧
遮
那
成
佛
紳
蠻
加
特
經
(
一
七
一
八
)

　

燦
　
サ
ウ
　
　
京
都
帯
國
大
學
附
屬
圖
書
餅
藏
蘇
悉
地
羯
羅
經
朱
點
(
一
七
三
九
)

　

懲
猟
　
ハ
ウ
　
　
…軫
　
シ
ウ
　
　
管
　
ク
ワ
ウ
　
　
髭
　
セ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
慚
士
薯
國
語
設
鈴
所
載
　
京
都
興
聖
寺
本
大
唐
西
域
記
第
十
二
巻

　
で
れ
等
の
例
は
u
昔
に
發
昔
し
た
も
の
と
す
れ
ば
そ
れ
迄
で
あ
る
が
次
の
例
の
樣
に

　
唇
内
入
聲
に
用
ひ
ら
れ
免
場
合

　

葉
　
　ヨ
ウ
，　
　
眞
鰡
寺
藤
隅　
將
…門
記
(
一
七
五
九
)

　
k
入
聲
に
用
ひ
ら
れ
兜
場
合

　

樂
…　
カ
ウ
　
　
　
醍
醐
亠守
亠誠
　
　法
華
經
糶
管夊

(
一
購血
九
四
i

一
亠ハ
六
四
)

　

m
音
に
用
ぴ
ら
れ
た
場
合

　
|紺
《
コウ
》青
　
　
　
　
酉
大
寺
藏
金
光
明
最
勝
王
經
白
貼

　
　
　

動
飼
ウ
普
便
の
一
考
察
(上
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
五



　
　
　

動
詞
ウ
音
便
2

考
羹
占

　

　

、
　

　

．
　

　

　

　

　

　

　

　

五
六

　

と
あ
つ
て
同
じ
ウ
表
記
で
も

こ
の
樣
に
多
樣
の
字
、菅
の
表
記
に
當
て
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
發
菅
は
夫

々
異

つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
殊
に
u
音
に
多
い
と
云
ふ
事
、
皿
昔
に
も
用
ひ
ら
れ
た
例
が
あ
る
と
云
ふ
事
は
注
日
す
ぺ
き
事
と
思
ふ
。
か
く
の
如
き
自
由
な
表
記

は
ウ
が

一
種
の
表
記
號
で
あ
る
か
ら
許
さ
れ
の
で
た
あ
ら
う
。

　

ウ
は
㎎
音
に
用
ぴ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
所
が
そ
の
表
記
當
初
は
㎎
音
の
漢
字
は

戳
尾
が

u
音
で

發
昔
さ
れ

て
ゐ
た
の
で
は
な
・

〈
、
矢
張
り
撥
昔
風
に
發
音
さ
れ
て
ゐ
た
樣
に
思
は
れ
る
。
若
し
成
音
ウ
の
韻
尾
を
以
て
發
昔
さ
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
支
那
の
方

言
が
さ
う
で
あ
つ
π
も
の
を
そ
の
ま
ま
我
國
に
傅
へ
ら
れ
尢
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
今
日
支
那
の
各
方
習
に
㎎
音
を
我
國
に
於
け
る
が

如
き
成
音
ウ
を
以
て
發
音
す
る
所
を
見
出
し
得
な
い
か
ら
こ
の
考
へ
方
は
取
り
棄
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
宣
長
も
上
代
に
㎎
昔
を
孤
n
音
と
區

別
し
た
例
を
地
名
字
音
轉
用
例
に
多
く
擧
げ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
、
㎎
音
を
文
字
の
上
で
明
瞭
に
認
め
て
ゐ
た
禦
隨

つ
て
發
晋
の
上
で
も

區
別
し
て
ゐ
た
事
が
分
る
。
叉
㎎
音
を
口
昔
化
し
て
u
膏
走
な
し
そ
の
表
記
に
ウ
を
用
ひ
た
と
す
る
考

へ
方
も
古
代
撥
昔
否
存
在
論
を
證

明
す
る
事
の
出
來
な
い
今
日
で
は

一
種
の
獨
斷
と
見
る
外
は
な
い
。
上
代
か
ら
干
安
朝
へ
下
つ
た
文
獻

を
見
る
と

一
暦
そ
の
事
が
確
か
に

云
へ
る
樣
で
あ
る
。

つ
ま
り
機
昔
記
號
で
あ
る
　
∠
〉
<

ム
　

が
㎎
昔
表
記
に
も
用
ぴ
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
先
づ
そ
れ
等
の
記
號
は

既
に
撥
音
記
號
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
例
を
擧
げ
る
ま
で
も
な
い
が
參
考
の
爲
に
管
見
よ
り
抄
出
=す
る
と

炭

タ
〈

軒

ケ
〈

旦

タ
〉
　
賛

サ

〉

炭
タ

〉
　
緊

キ
〉

奸

ケ
〈
　
　臨
購
エ
〈

　
　
　
石
山
=専
諏餓
法
粟
二義
疏
(
一
亠ハ
六
二
)

　

石
両
寺
藏
金
剛
瑜
伽
千
手
千
眼
自
左
薩
修
行
儀
輒

(
一
七
〇
五
)

近
キ

〉
　
雲
「モ
〉
　
　
高
山
寺
藏
蘇
悉
地
法
巻

下
(
一
七

一
六
)

、



　

刀

昌
〉
　

酉
大
寺
藏

大
眦
盧
遮
那
成
佛
紳
變
加
持
經
朱
點

(
幅
七
三
八
)

　
等

で
あ
る
が
此

の
記
號

が
又
次
=の
如
く

㎎
晋

に
用

ひ
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

　

虹
コ
ム
　
　
西
大
寺
藏
大
眦
磁
遮
那
成
佛
帥
變
加
持
經
旺
貼
(
一
六
六
〇
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'

　

蟲

チ

〉
　
　
衆

シ
〉
　
隆
冖ル
〉
　
央

ア

〉
　
　
醍
醐
静
藏

法
藁
經
釋
文

(
一
五
九
四
=i

一
八
六
四
)

．
砕

ハ
ム
　
　
耐胴
ス
ノ
』
　
　
　
石
山
=嵩寸
噸誠
法
藥
蚣
我
{焜
(
一
山ハ
幽ハ
ニ
〉

　

一昂
カ
ウ

ム
　
　
　
石
山
=出寸
藏
成
一唯
識
鮴醐
(
一
六
八
0
)

　

營

ヰ
ヤ
乙

　
嬰

ヤ
乙
　
響

力
乙

　
蟻

力
乙

　
盈

ユ
乙

　
　
高
野
山
龍
光
院
藏

大
眦
盧
癰
郷
戎
佛
憩
變
加
持
經

七
魑

同
疏

一
帖

(
一
七

}
八
)

　

榮

ユ
ヤ
乙

　
…響
力
乙

　
影

力
乙

　
井

シ
ヤ
乙

　
盈

ユ
乙

　
彭
"シ
ヤ
乙

　
瀬

サ
乙

　
敝

シ
ヤ
1
【

蟻

キ
ヤ
乙

　
膏
ハ
シ
ヤ
乙

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

高
野
山
龍
光
院
藏
助
詮
加
點
大
眦
盧

漉
那
成
佛
憩
變
加
持
經

　

邦

ハ
乙
　
凶
ク
ヰ
乙
　
　
眞
鯔
寺
藏

將
門
記
(
一
七
五
九
)

こ
れ
等

は
正

し
く
喉
内
音

に
發
音

さ
れ
た
と
は
斷
定
出
來

な

い
が
そ
れ

に
近
く
鑾

日
さ
れ
た
事

は
想
像
出
來

る
で
あ
ら

う
。

特

に
域
唯

識
論

の
　
昂
・ガ
ウ

ム
　

の
記
號

は

㎎
音

の
表
記

と
し
て

は
可
成
愼

軍
な
も

の
で
あ
り
、
叉
ウ

が
撥
音

的

な
記
號

に
用

ひ
ら
れ

拠

こ
と
を
思

は
ぜ
る
も

の
で
あ
る
。

ム
〉
く

の
記
號

は
並

し

い
喉
内
賛

の
表

記

で

は
な
か

つ
た
か
し
て
次

の
場

合

の
如
く
種

々
の
字
音
表

記

に
用

ひ
ら

れ

て

ゐ

る
。

　

も

入
聲

に
用

ひ

ら

れ

た

場

合

　

偶

力
く
　
　卒

ソ
〈

黠

力
く

拙

セ
〉
　
　折

セ
〉
　
　
　
石
山
亠守
曲誠
法
鵡
τ
義
疏

(
宀
宀ハ
点ハ
ニ
)

　
　
　

動
詞
ウ
暑
便
の
一
考
察
(
上
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

践
七
」



　
　
　

動
詞
ウ
替
便
の

噛
考
察
(
上
V
　
　
　
　
　
　
　
　

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

査
八

　

飾躰
ハ
〉
　
　
高
山
=寺
驚
剛蘇
門悉
地
法
下
・(

　

飾躰
ハ
〉
　
　
高
山
=寺
驚
剛蘇
門悉
地
法
下
・(
{
七

{
|六
《

ハ
》

　

唇

内

人

に
用

ひ

ら

れ

た

場

合

　

法

ハ
〉
　
　
法
隆
寺
藏
妙
法
痙
藥
經
玄
賛

(
肖
七

　

こ
れ
等

は

入
聲

と

髫

ふ
よ
り

も

韻

尾

を

少

、

疱

ハ
乙

　

高
野
山
龍
光
院
藏

大
眦
儘
遘
那
盛

　

注

チ
〉
　
　
京
都
帝
國
次
學
附
鯔
圖
書
鱈
藏
蘇
瓜

　

と
あ

る

の
も

撥

ね

る
爲

に
撥

膏

記

號

を
用

一

れ

て

ゐ
允

と

す
れ

ば

、

㎎
}背

に
表

記

さ
れ

允
禰

乙
〉
<

　
及

び

　

7
>

(
後
に
塾

べ
る
)
と
同
冨

　

中

に

は

「
岡

井

愼

悟

氏

日
本

漢

字

學
史

=

　

　

前
略
　
ウ
音

に
は
今
日
吾
人

の
發
昔
す
る
よ
払

　

と

云

は
れ

る

が
、

蔦
れ

は
字
竇

に
關

す

る
宀

な

か

ら

う
。

　

註
　
國

語
國
文
第
九
懲
第

三
號
　

一
つ
の
晋
韻
臨
》
>

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　
唇
内
人
に
用
ひ
ら
れ
た
場
合

　

法

ハ
〉
　
　
法
隆
北驚
誠
妙
法
痙
藥
經
玄
賛

(
肖
七
八
二
)

　

こ
れ
等

は

入
聲

と
髫

ふ
よ
り

も
韻
尾

を
少
し
撥

ね
て
發
音

し
た
爲

に

こ
の
記
號

を
用

ひ
π
と
見

る
方

が
穩
當

で
あ

る
。

　

疱

ハ
乙
　
　
高
野
山
龍
光
院
藏

大
眦
儘
遘
那
成
佛
棘
變
加
持
經
(
"
七

一
八
)

注
チ
〉

京
馨

國
毒

讐

爨

靉

蘇
悉
地
糶

鑿

皇

九
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

と
あ
る

の
も
撥

ね
る
爲

に
撥
膏

記
號
を
用

ぴ
た

の
で
あ
ら
う
。

こ
の
樣

に

㎎
昔

が
平
安
朝

に
於
て
古
訓

點

の
字
昔

の
註

の
中

に
保
存
さ

れ

て
ゐ
允
と
す
れ

ば
、

㎎
昔

に
表
記

さ
れ

允
韻
尾

の
ウ

は
撥
晋
記
號
で
は
な
か

つ
海
か
と
思

は
れ
る
。
隨

つ
て
ウ

は
漢
字
脣

に
於

て
は

乙
〉
<

　
及

び
　
7
>

(
後
に
塾
べ
る
)
と
同
じ
く
便
宜
的
な
記
號

に
用

ひ
ら
れ
激
と
見

る

の
が
今

の
所
最

も
穩

か

の
樣

に
思

ふ
。

　

中

に

は

「
岡

井

愼

悟

氏

日
本

呼浹
字

學
史
』

二

一
頁

三
五

上
代

字
晋

の

一
現
象
」

の
中

に

　
　

前
略
　
ウ
音
に
は
今
日
吾
人
の
發
昔
す
る
よ
り
も

㎎
の
瞽
を
稍
び
て
は
艦
な
か
つ
た
か
　
叉

㎎
よ
り
も
ワ
行
に
近
き
ウ
も
有

つ
た
の
で
無
か
ら
う
か

　

と
云
は
れ
る
が
、

蔦
れ

は
字
竇

に
關

す
る
表
記

の
み

の
御
意
見

と
伺

は
れ

る
。

恐

ら
く
國
語

の
ウ
管

の
溯
源
を
考
察

し
て

の
結
果

で
は

な

か

ら

う
。

　

註
　
國

語
國
文
第

九
懲
第

三
號
　

一
つ
の
晋
韻
代
鼡

(朝
山
信
弼
氏
)
滲
照
　
　

、



　
　
　
　
　
　
　

三
　
音
便
の
ウ
表
記
例

　
最
初
に
ウ
の
表
記
が
一
種
の
符
號
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た

の
は
字
昔
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
國
語
假
名
遣
の
ウ
表
記
は

漢
字
昔
か
ら
の
影
響
を
受
け
尢
音
便
に
遖
用
さ
れ
拠
場
合
に
は

一
符
合
と
看
倣
れ
る
樣
な
も
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
　
一
二
の
例
を
擧
げ

る
と
、　
　
　
　
　

N

　

ツ
カ
ヘ
マ
ツ
ル
の
ウ
音
便
は
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
こ
の
ウ
は
矢
張
り
表
記
號
で
は
な
か
つ
拠
か
と
思
は
れ
る
。

春
日
博
士
が
御
注
意
さ
れ
て
ゐ
る
が
如
く
西
大
寺
藏
金
光
明
最
勝
王
經
卷
二
の
白
點
に

　

佛
二
|承
《ツカ
マ
》

　
　
　
|褐
《

ツ
ル
コト
シ
ム
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

と
あ
る
の
は
マ
ツ
ル
の
語
頭
の
m
昔
に
同
化
さ
れ
て
㎞

の
音
尾
が
撥
昔
風
な
發
背
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
大
矢
翁
の
假

名
遣
及
假
名
字
髏
沿
革
資
料
を
拜
借
す
る
と
石
山
寺
藏
蘇
悉
地
羯
羅
經
略
疏
(
剛
五
五
{ゆ
に

　

使
　
　ツ
カ
ム
マ
ツ
．ル

，
と
あ
る
。

こ
れ
を
大
矢
翁
は
撥
昔
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
肯
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
こ
の
皿
菅
は
強
い
唇
音
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら

う
。
更
に
院
政
期
に
な
る
と
醍
醐
寺
藏
大
眦
盧
遮
那
成
佛
紳
變
加
持
經
略
疏
(
一
七
九
〇
〉
に

　

寐甲
　
ッ
カ
マ
ツ
ラ
ム

　

と
あ

る
如
く
、
撥
晋
」表
記
法
の
稍

監
一
定
し
π
院
政
期
に
も
撥
昔
表
記
省
略
の
方
法
を
探
つ
て
ゐ
る
の
は
、
鼻
音
の
微
弱
叛
爲
で
あ

つ

た
か
ら
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
次
第
に
ウ
膏
に
近
づ
い
て
行
く
前
提
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

ウ
表
記
は
こ
れ
以
前
に
未
だ
管
見

　
　
　

勸
飄
二ウ
転日便
の
一
考
露
叩(上
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
九



　
　
　

勸
射賜
ウ
謡臼
便
の

}
考
豢
(
上
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

に
入

ら
な

い
o

尤

も
形
容

詞

の
ウ
菅

便

は
石

山
=寺
臓
…成

唯
識
論

ヘ
一
六
八
○
)
に
　

命

短

ヵ
ウ
　
と
あ

る

の
が
文
獻

ト
…最
初

の
樣

で
あ
る

が
、

動

詞

の
ウ
音

便

と
…同

一
に
取
扱

ふ
べ
き

か
否

か

に
就

い
て
筆

者

の
考

へ
が
未

だ
纒

つ
て
ゐ

な

い
の
で
後

勘

を
期

す

る
享
と
し

穴

い
。

　

以
上

の
例

は
今

日
ウ
菱

記

で
あ

る
ぺ
き
竜

の
と
思

は
れ

て

ゐ

る
も

の
が
、
撥
昔
風

羝
も

の
で
あ

つ
弛
事
を
考

へ
る
に
多

少

と
も

役
立

ち

は
し
な

い
か

と
思

は
れ

允
か

ら
擧

げ

拠

の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　

四
　
語
嵯麋
の
申

に
起

る
ウ
音

便

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'

　

倭

名
抄

(
一
滋
九
五
)
に

　

首

(加
宇
傍
)
　
　
冠
(賀
宇
布
科
)

'

弟

(於
止
宇
度
)
　
　
妹

(以
毛
宇
止
)

そ
の
他

マ
ウ
ズ

リ

亥

・
篷

麥

カ
ミ
ベ
の
皿

嶺

プ
リ

の
幽
．
オ
も

ト

鐙

認

ギ

霧

マ
唄
ズ

の
悟
　

マ
列

ス
　

の
柵
の
子
管

が
撥
音
化
し
て
同
時

に
所
屬

禄
韻
を
同
化

し
て
そ

の
表
認
を
表
記
號

の
ウ
を
以
て
し
充
と
解

し
て
は
ど
う

か
。

新
譯
大
方
慶
佛
華
嚴
經
音
義
第
十
七

に

　
豪
惑

漁
櫨
野

布
流

　

と
あ

つ
て
宇

を
故

意

に
小
字

に
し
だ

の
は

「
カ
カ

フ
ル
」

か
ら

「
カ
ウ
ブ

ル
」

ま

で

の
變
化
め

途

中

、

カ
と

フ
と

の
間

に
撥
普

か
鼻

母

音

を
介

在

せ

し
め
距
爲

の
表

認

と
見

ら
轟

な

い
で
あ
ら

う
か
。

　

徐

麦
　

ヤ
ウ

ヤ
ウ
　

の
原

形

に
就

い
て
は

「
闢
語
資

料

と
し
て

の
訓
黙

の
位

地

國
語

．
園
夊
昭
湘
十
年
二
月
號
」

に
春

罎
博

士

は
石
山
寺

藏

大
智
度
論

(
桝
五

一
八
)
に
あ

る
　

安
徐

ヤ
ヤ

ク
　

を

そ
れ

と
さ
れ

て
ゐ
る
。

こ
れ
も

ウ
表

記

の
省

略

で
は

な
か
ら
う
か
。

さ

う
す

る

と



聖
語
藏

願

經
四
分
律
古

點

に
あ
る
、

ヤ
ウ

ヤ
ク
　

の
ウ

は
少

し
鼻

母
昔

を
帶

ぴ
て

ゐ
た

の
で
は

な
い
か

と
思

は
れ

て
來

る
。

　
聖
㌫
講
藩
伽大
乘
{地
藏

・十
輪
經

元
慶

點
…(
N
五
議
七
)
の
　
　
　
　
　
　
　
'

　

　
馥

カ
ウ

ハ
シ

　

の
ウ

は

即
の
子
吾

の
撥
音
化
し
悔
も

の
で
あ

つ
て
、
ウ

を
矢
張
り
撥
音
的

な
表
記
號

と
見

た

い

の
で
あ
る
。

　

　

　

　

　

　

五
　

ハ
行
四
段

の
ウ
音

便

　
字
音

の
ウ
表

記

の
考
察
及

び
國
語
假
名
滝

の
語
彙
中

に
起

る
ウ
音

便

の
性
質

か
ら
推

し
て
、

ハ
行
四
段

の
膨
昔

便

に
も
前
記

の
考

へ
方

が
適
應

さ
れ

て

よ

い
の
で
は
な

い
か
と
思

は
れ
る
。

然

し
筆

者

の
持

つ
資

料
も
極
め
て
乏
し

い
事

で
は
あ
る
し
、
時
代

を
遠
く
溯

つ
た
語

の
昔
戴
組
織

の
考
察

は
非

才

の
手

に
餘
る

も

の
が
あ
る
が
、
ロ
ハ
手
元
に
有
り
合

は
せ

の
資

料
を
列
擧

す
る
だ
け
で
以
て
専
門
家
各
位

の
御

敢

示
を
仰

ぎ
度

い
。

左

に
例

を
年
代
順

に
表

示
す
れ
ば
次

の
如
く

に

な
る
。

ー　

I　

I　
　　
　　
　　
　ー

「

普

襲
記

=

例

　

　

年
－

代
一

書

名

所
　
　
　
屬
一

}
　

ウ

「

タ

タ
ウ

テ

　

　

(

湛)ノタマウテ　　(宣)

一

六
六
〇

大
眦
盧
遮
那
成
伸
憩
變
加
特
經

西

　

大

　
　
寺

「

ウ

丁
バ
ウ
テ

　
(
呼)

τ

六
六
二

法

萋
疏

}

石

　
　
山

　
　

寺

省

略

丁
パ
テ

　
(
呼)

　

　

　

　

P

「

五

九

四

ー1】六六四

法
華
經
羅
文

醍

醐

三

賚

院

　

フ

丁
ホ
フ

デ

(
蔽

ニ

=
ハ
八
o

成
唯
識
論

石

　
　
山

　
　
寺

動

詞

ウ
瀧
目
便

の

一
考

察

(
上
)

{2



●

動
、調

ウ
晋

便

の

閣
考

察

(
上
∀

六
二

フ

一

バ
ラ

4

　
(
除)

=

交

畳
．
大
般
湟

靆

　

　

　

　

τ

山

寺

フ

秀
フ
テ

　
(
樂
二
一

圭

且

妙

嶷

譱

　

　

　

　…

佐
伯

蠡
師

フ

オ
モ
フ
シ

　

(
想)

=

七

韮

蘇
悉
地
決

高

　
　
山

　
　
寺

フ

イ
フ

ッ
ル

　

　

(

言)

噸

七

天 ．

蔽
靆
灘鯑

囎
隷

高
野

山

龍
光
院

フ

ナ
ラ
ブ

テ

　

　

(

修)

　
一

六
八
一

ーー【七六六

妙
法
蓮
繭
巡

高

野

山

龍

光
院

7

省

略

ス
テ

　

　

　

　(
吸)

噸

七
二
九

憂
記
呂

渠
紀

毛

利

公

爲

家

町『

省

略

軍

タ
タ
テ

　

　

　
(
湛
〉オモテ　　　(思)

一

七
三

八

大
眦
盧
遽
那
成
佛
棘
變
加
持
經

西

　
　
大

　
　
寺

「

フ

丁
マ
フ
テ

　
(
賜)

=

七
五
九

將
門
記

眞

　
　

頑

　
　

寺

「

ウ

丁
ウ
ツ

　

(
逐

二

一

七
七
六

大

慧
寺

義
法

飃

　

　
　

瓦

　禧

寺

…『

　

ム

ウ
シ

ナ
ム

テ

　
　
(
失
)イムテ　　　(謂)

　
一

七

三

九

ー．ー}七八一

蘇
悉
地
羯
羅
経

京
大
附
屬
鬮
書
館

　

　
フ

冊

イ
フ

テ

　

　

　
(
言)

一

夫
二
{

妙
法

鏨
經

奏

　

　

　
　一

法

隆

寺

「

フ

イ
フ

ッ

　

　

　

(

言)トフシカ　　(問)イフテキ　　(言)

一

七
九
Q

大
眦
盧
遮
那
成
佛
帥
彎
加
持
經
略
疏

醍

醐

三

疲

院

右

の
表

に
依
れ
ば

ハ
行
四
段

の
ウ
音
便

が
西
大
寺
藏
大
眦
盧
遮
那
成
佛
紳
變
加
持
經
白
黜
(
=
ハ
六
〇
)
及
び
同
朱
點
(
}
七
三
八
)
に



湛

鬚

妙
テ

M麟

W
　

　

　

　

、

　

．
　

　

ノ

タ

マ
ウ

テ

(
朱

點

)

　

癰

訶

薩

と

ノ

タ

マ
ウ

テ

(
白
點

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

自
點

の
ウ
は
稍

々
不
明
瞭

で
あ

つ
て
フ
と
も
訓

ま
れ
る
が
、
右
側

の
朱
點

に
明

か
に
ノ
ζ

ウ
テ
と
あ

る
か
ら
白
點
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢
張

リ

ノ
タ

マ
ウ
テ

で
あ
ら
う

石
山
寺
藏
法
華
義
疏
二

六
六
5

に

　

　
暖
　
　
ヨ
バ
ウ
．テ

　
と
あ

る

が

こ
れ
等

は
例

と
し

て

は
餘

り

に
僅

少

で
あ

る
。

そ
れ

以
後

は
興

幅
寺
藏

大

慈

恩
寺

三
藏
…法

師

傳

(
「
七
七
六
)
に

　

　
逐

　
オ
ウ
ッ

　
老

子
道

徳
經

(
二
二
三
八
)
に

　
　
負
　
ヲ
ウ
テ

　

と
現

は
れ

る

の
み

で
室

町
時
代
以
後

の
抄

物

に
盛

ん
に
現

は
れ

る
ウ
音
便

の
例

に
比

し
て
餘

り

に
少

な
さ
過
ぎ

る
感

を
抱

か
せ
る

の
で

あ

る
。

只

だ
　

ヨ
バ
ウ

テ
　

の
み
は
ウ
表

記
を
踏
襲

し
て

ゐ
る
ら
し
く
思

は
れ

て
例

卵

と
す

べ
き

で
あ
る
。

尤
も
　

フ
↓

ウ
　

の
變

化

は

石
山
寺
藏

阿

託
薄
倶

元
帥

大
將

上
佛
陀
羅

尼
經
修

行
法
儀

軌

(
一
七
五
五
)
に

　
　
倒
　
タ
ウ
ル

　

と
あ

つ
て
ウ
表
記

が

ハ
行
四
段

の
昔
便

以
外

に
も
用

ひ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
か

か
る
ウ
表

記

の
實
例

は
非
常

に
少

な
く

叉
他

の

　

　

　

勳

詞

ウ
音

便

の

}
考

豢

(
上
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

蕊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鴨ト



噌

　
　
　
　
勘
詞
ウ
音
便
の
一
考
察
(上
)
　

　

　

　

　

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
四

晋

韻
變

化

に

比

し

て
遅

い
時

期

に

現

は
れ

て
來

る
。

帥

ち

　

ハ
↓

ワ

　
　

美

　

　
　
ウ

ル
ワ
シ
　

　

　

　
聖
語
藏

大
乗

地
藏
十
輪
經

(
一
五
三
七
)

　
　

髪

ノ
彩
・

ウ

ル
ワ
シ
キ

コ
ト
　
酉

大
寺
藏
金
光
賜
最
勝
王
經
白
點

　
　

猫
陶興

　

　
ウ
ル
ワ
シ
キ
カ
ナ
　
黒
板
博
士
戡

金
剛
槃
薪
集
驗
記

　

ヒ
↓

ヰ

　
　

額

　

ヒ
タ
ヰ
　

仁
和
寺
藏
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌

(
一
六
五

一
)

　
　

自

ラ
蔽

ツ
ヰ

エ
タ
ラ

ム
　

西
大
寺
藏

大
眦
慮
遮
那
成
佛
騨
變
加
持
緯

(
一
七
三
八
)

　

フ
↓

ウ

　

　

倒

　
タ
ウ

ル
　
石
山
∵寺
}臧
阿

㎡町
薄

倶
元

帥
大
將
…上
佛

陀
羅

尼
經

修

行
法
植擁
瓢

(
一
七

五
五
)

　

へ
↓

ヱ

　
　

苗

ナ

ヱ
　

跛

ア
シ
ナ
ヱ
　

金
光
明
最
勝
王
經
菅
註

(
一
七
三
九
)

　

ホ
↓

ヲ

　
　

爲
由
廼
所
㍑狩

　
ク

ル
ヲ
サ

レ
「

石
山
∵寺
藏

大
般
浬
槃
經

(
噛
六
八
四
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
顏

カ
ヲ
は
上
代

以
來

の
聞
題

で
こ
れ
を
取

り
上
げ

わ
ば
年
代

に
も

つ
と
遡

る
事
が
出
來

る
)

　
か
く

の
如
く

　

フ
↓

ウ

　

の
變

化

が
最

も
遲

れ

て
ゐ
る

こ
と

が
分
る

で
ゐ
ら
う
。

然

る
に
　
ウ
↓

フ
　
郎

ち
ウ
列

の
混
亂

は
既

に
起

つ



て
ゐ
た
の
で
あ
つ
℃
・
而
も
そ
れ
が
他
列
の
混
亂
よ
り
も
早
い
時
期
に
現
は
れ
て
ゐ
る
事
が
分
る
の
で
あ
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

ワ
↓

ハ

　
　

サ
ハ
イ
テ
　
將
門
記
(
一
七
五
九
)

　

ヰ
↓
ヒ

　
　
藍

ア
ヒ
　
法
華
・經
單
字
(
一
七
九
一
)

　

ウ
↓
フ

　
　
一櫨
　
ウ
フ
ル
　
醍
醐
寺
曲誠
法
華
經
㎝桿
・夊
(
一
五
九
四
ー

一
六
六
四
)

　

ヱ
↓

へ

　
唱
所
以
　
　ユ
へ　
石
山
寺
藏
法
華
義
疏
(
一
六
六
二
)

　
ヲ
↓

ホ
　
　
　
　
　
　、

　
　
櫨
二　
サ
ホ
　
夊
鏡
祕
府
論
(
一
七
九
八
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
右
の
如
く
　
ウ
↓
フ
　

の
混
亂
が
最
も
初
め
に
現
は
れ
た
と
す
れ
ば
　
フ
↓
ウ
　

の
變
化
も
そ
れ
に
對
應
し
て
早
か
る
べ
き
も
の
と
思

は
れ
る
が
、
窮
實
は
豫
想
に
反
し
て
最
も
遲
く
現
は
、れ
た
事
は
ウ
表
記
が
撥
昔
風
な
表
記
號
で
あ

つ
た
爲
に
撥
音
表
記
以
外
の
昔
韻
變
化

の
表
記
に
は
撥
昔
風
の
表
記
と
の
區
別
の
必
要
上
用
ひ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
西
大
寺
藏
大
眦
盧
遮
那
成
佛
紳
變
加
持
經

白
點
の
　
タ
ク
ウ
テ
　
ノ
タ
マ
ウ
テ
　
は
撥
昔
表
記
の

一
種
と
考
へ
ら
れ
る
樣
に
た
る
し
、
倭
名
抄
に
於
け
る
前
述
の
例
の
變
化
と
同

一

　
　
　

動
詞
ウ
暑
便
の
輛
考
察
(上
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　

　

　

動
詞
ウ
音
便

の

舶
考
豢
(
上
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

に
考

へ
ら
れ

ぬ

で
あ

ら
う
か
。

尤
も

泰

貝
博

士
も

嚢
は
れ

る
如
く
　
貧

↓
．鴨
↓

u
　

の
u
で
あ

る
と
考

へ
れ

ば
問
題

で
は

な
い
が
五

↓
．珊

帥

ち
　

ヒ
↓

ヰ
　

の
變
化

が
前
蓮

の
如
く

一
七

三
八
年
代

で
可
成
り
遲

れ

て

ゐ
る

の
で
あ

つ
て
、
そ
れ

か

ら
．瓢
か
ら

ロ
へ
の
變
化

は
叉

一

時
期

を
要
す

る

と
考

へ
る
ぺ
き

で
あ
る
。

隨

つ
て
大
眦
盧

遮
那
威
佛
琳

變
加
持
經

白
黜

の
ウ

は
撥
昔

表
記
號

と
考

へ
る
方

が
穩

當

な
樣

で

あ

つ
て
、
ウ
晋

便

と
斷

定
す
る
事

に
疑

問

が
持

友
れ

る

の
で
あ

る
。

ウ

を
以
て
表

記

し
允

ハ
行
四
段

の
昔

韻
變
化

の
も

の
が

こ
・の
時
代

に

非
常

に
數

少

な
く
而
も
院
政
時
代

に
入
る

と
ウ

の
代
り

に
殆

ど
總

て
と

云

つ
て

よ
い
程

フ
を
以
て
表

記

さ
れ

て

ゐ
る
事
實

を
如
何

に
解

す

べ
き

で
あ

ら
う
か
。

叉
次

の
表

記
も
ウ
音
便

と
斷

定

し
皴

ね
る
例

で
あ

る
。

即

ち
前
掲

の
西
大
寺
藏

大
眦
慮

遮

那
成
佛
紳
變
加
持
經

(
瞬

七
三
八
)
に

　

　

　

　

　

タ

タ

テ
　

(
朱

點

)
(
}
七

三
八
)

　

　

心

ノ
水

　

　

　

　

　

タ

タ
ウ

テ

(
↓日
…黜
)
(
一
亠ハ
亠
ハ
○
)

　

　

タ

テ

マ
ツ

ル

ト
オ

モ
テ

　

(
朱

點

)
(
繍
七

三

八
)

　

と

あ

つ
て

白

點

タ

タ
ウ

テ

と

あ

る

よ

り

も

七

八
年

後

の
朱

點

に

は
ウ

非
ハ記

が
省

か
れ

て

ゐ

る

事

は
注

日

す

べ

き

事

で
あ

ら

う
。

叉
醍

醐

土
可
藏

華

經

㎜
揮
赤入
(
}
五
九
四
冖ー

一
亠ハ
山ハ
四
)
に

　

　

呼

　

ヨ
ハ
て
　
　
て
は
乎
古
止
點

　

と
あ

り

そ
れ

以
後

の
毛
利

公
欝

家

藏

・史
記

呂

后
本

記

(
剛
七
二
九
)
に

　

．
|唾

血
《

兆
チ
》
盟
|
一
《
を
》

'
と

あ

る

の
も

矢

張

り
撥

書

記

號

の
省

略

で
あ

つ
距

の

で
あ

ら

う
。



　

こ
の
時
期
に
吉
澤
博
士
も
云
は
れ
る
如
く
促
音
表
記
も
省
略
さ
れ
て
ゐ
掩
ら
し
く
患
は
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
場
合
も
促
音
で
は
な

か
つ
た
か
と
考
へ
ら
れ
る
が
當
時
の
昔
韻
變
化
を
撥
普
、
促
昔
、
長
音
と
明
瞭
に
廣
別
し
得
る
適
確
な
根
鑠
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
か
ら

促
昔

で
あ
る
と
斷
定
す
る
わ
け
に
も
行
か
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
も
如
何
な
る
昔
で
あ
つ
π
か
を
推
定
す
る
爲
に
は
唯
、
ウ
表
記
を

手
掛
り
と
し
て
閥
接
の
道
を
辿
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。
四
大
寺
藏
大
眦
盧
遮
那
成
佛
紳
變
加
持
經
及
び
石
山
寺
藏
法
華
義

疏
の
例
が
ウ
音
便
と
斷
定
し
靉
ね
る
と
す
れ
ば
ウ
の
昔
偵
の
推
定
限
界
は
可
成
り
狄
め
ら
れ
な
事
に
な
る
。

　
字
昔
表
記
の
符
合
と
し
て
假
用
し
た
と
思
は
れ
る
ウ
と
云
ふ
・背
符
が
不
純
な
國
語
菅
で
あ
る
二菅
便

に
適
用
さ
れ
血
場
合
に
は
、
こ
れ
も

亦
字
音
に
於
け
る
と
同
じ
音
價
が
豫
想
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
國
語
が
多
菅
節
語
で
あ
り
、
そ
れ
を
麦
記
す
る
文
字
は
即
ち
假
名
は
昔
節
・文

字
と
云
へ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
菅
節
文
字
を
以
て
表
記
さ
れ
た
も
の
を
發
菅
か
ら
除
外
す
る
と
云

ふ
事
が
な
い
の
は
多
普
節
語
の
特
色

で
あ
る
。
ア
ル
ハ
ベ
ツ
ト
の
如
き
箪
習
文
字
に
於
て
子
二菅
と
母
膏
と
の
分
立
表
記
に
依
つ
て
ゐ
る
も

の
は
主
と
し
て
そ
の
中
の
子
音

の
發

昔

が
除
外
さ
れ
る
例
は
周
知
の
事
で
あ
る
。
從

つ
て
叉
我
國
の
片
假
名
が
ア
ル
〈
ベ
ツ
ト
の
如
き
單
譱日
文
字
と
異
り

一
昔
節
毎
に

一
つ
の

假
名
を
充
當
さ
せ
る
か
ら
、
純
正
な
國
語
音
を
表
は
し
拠
場
合
で
あ
れ
ば
そ
の
晋
に
對
す
る
假
名
を
除
外
す
る
事
は
原
則
と
し
て
は
あ
り

得
な
い
事
で
あ
る
。
然
る
に
漢
字
の
如
き
閉
膏
節
の
多
い
箪
二菅
節
語
の
表
記
を
假
名
．で
以
て
す
る
事

は
不
可
能
な
事
で
あ
る
が
、
そ
の
假

名

の
中

の
或
る

一
部
分
の
も
の
を
こ
の
場
合

な
ら
ば
、ウ
を

一
租
の
菅
符
と
し
て
轉
用
せ
し
め
て
成
昔

と
認
め
難
い
撥
二膏
促
膏
の
表
記
に
充

當
さ
せ
た
の
が
ウ
表
記
の
場
合
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
．
こ
の
様
な
轉
用
さ
れ
た
假
名
は

一
種
の
單
膏
文
字
と
云
ふ
事
出
が
來
る
で
あ
ら
う
。

　
隨

つ
て
か
ゝ
る
符
號
は
發
聾
か
ら
除
外
さ
れ
る
可
能
性
も
多
い
事
に
な
ら
う
。
我
國
の
萬
葉
假
名

が
字
菅
の
閉
膏
節

の
尾
膏
を
除
外
し

　
　
　

動
詞
ウ
音
便
の
一
考
察
(上
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　

動
飼
ウ
音
便
の
一
考
察
(上
)
　

　

　

　

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
八

て
作
ら
れ
た
事
に
徴
し
て
も
肯
か
れ
る
事
で
あ
る
。
故
に
字
膏
の
場
合
と
同
じ
く
菅
便
に
於
て
も
そ
の
表
記
の
恨
名
が
除
か
れ
拠
場
合
に

は
純
正
な
國
語
表
記
の
原
則
に
悖
る
も
の
で
あ
つ
て
、
除
か
れ
批
部
分
に
假
に
或
る
時
期
に
な
つ
て
符
せ
ら
れ
た
假
名
を

一
つ
の
成
音
を

表
記
し
π
も
の
と
は
認
め
る
事
が
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
ウ
が
字
菅
に
於
け
る
單
昔

㎎
霄
を
表
記
す
る
昔
符
で
あ
つ
尢
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
音
便
に
於
て
も
單
酬・膏
を
表
記
す
る
音
符
で
あ
つ
た
の
で
あ
つ
海
ら
う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
隨
つ
て
韮n
節
と
し
て
は
知
覺
さ
れ
る

現
實
性
を
帶
び
た
昔
慣
を
有
す
る
も
の
で
な
い
が
爲
に
、
國
語
菅
変
記
の
原
則
か
ら
考

へ
れ
ば
表
記
か
ら
除
外
さ
れ
る
事
も
あ
り
得
る
事

で
あ
ら
う
。
先
に
擧
げ
夜
堪
舛
雰
テ
と
あ
る
場
合
に
於
て
右
註
の

一
七
三
八
年
の
加
點
に
は
ウ
が
省
略

さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
そ
れ
以
前
の
タ

タ
ウ
テ

(
=
ハ
六
〇
)
の
ウ
は

一
種
の
單
音
表
記
の
膏
符
で
あ
つ
た
事
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

そ
れ
よ
り
以
後
の
前
掲
の
呂
后
本
紀

(
「
七
三
三
)
の
　
|睫
《
礼テ
》　
及
び
將
門
記

(
一
七
五
九
)
の
　
譜
ツ
ク
ロ
テ
　
も
國
語
昔
と
し
て
は
不
純
な
菅
の
表
記
の

H
種
で
あ
つ
た
事
は
勿

論
で
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

串

　
　

平
井
秀
文
氏
は
國
語
・
國
文
第
五
眷
第
九
號
に
於
て
將
門
記
の
訓
點
を
調
査
さ
れ
て
「
表
記
こ
そ
見
、凡
ね
音
便
た
る
嘉
は
明
か
で
あ
る
が
．
口
語
法
別

　

記
に
こ
の
例
を
ウ
普
便
に
取
扱
81
れ
て
ゐ
る
の
は
失
考
で
あ
ら
う
」
と
し
國
語
史
概
設
の
促
音
詭
を
蹐
…製
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
常
=を
得
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

　

こ
こ
に
更
に
省
略
の
裹
記
の
音
韻
組
織
に
立
入
つ
て
考

へ
て
見
よ
う
。
か
く
省
略
さ
れ
る
事
か
ら
推
す
と
ウ
は

一
成
音
と
は
認
め
難
い

輕
い
鼻
母
音
に
近
い
も
の
で
は
な
か
つ
%
か
と
思
は
れ
る

の
で
あ

る
。

こ
の
時
代
の
．假
名
省
略
の
例
は
　
ク
行
四
段
の
場
合
　
ラ
行
四
段

の
場
合
　
そ
れ
か
ら
こ
の
ハ
行
四
段
の
場
合
と
で
あ
る
。

　
第

噌
に
ク
行
四
段
の
場
合
は
黒
板
博
士
藏
金
剛
槃
若
集
驗
記
に



　

　

有

タ
モ
テ
　

　
發

タ
テ

　

と
あ

る

が
、

こ
れ

は

タ
行

四
段

の
昔

便

化

で
あ

る

か

ら
と

云

つ
て
直

ち

に
促

音

の
例

と
す

る

こ
と

は
速

斷

で
あ

ら

う
。
　

「
國

語
國

文

の

研
究

　
本

邦

昔

符

考
」

に
よ

る

と
吉

澤

博

士

は
鎌

倉

時
代

に

な

つ
て
促

習

表

記

が
確

定

し

た

と

云

は
れ

て

ゐ

る
。

然

し
表

記

の
確

定

と
共

に
そ

の
發

音

も
今

日

の
如
き
促

昔

と

な

つ
て
ゐ
穴

か

ど

う
か

と
云

ふ
事

は
明

か

に

は

云

へ
な

い

の
で

は

な
か

ら

う
か
。
，今

日

の
發
音

を

以

て
推

し

て

さ

う
で

あ

つ
尢

ら

う

と
思

ふ
だ

け

の
根
撮

し
か
膕

め

な

い
の
で

は
な

い
か
。

　
第

二
に
ラ
行
四
段

の
胥
便

は
仁
和
寺
藏

金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌

(
一
六
五

一
)
に
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・

　

　

抄

ト
テ

　

了

ヲ

ハ
テ

　
爲

ツ
ク

テ
　

至

イ

タ
テ

　
乘

ノ

テ

　

石

山
寺
轍臧
法
華
義
疏

(
一
六
六
二
)

　
　
因
　

ヨ
テ

　

が
現

は
れ

る
が
、

こ
れ

は
流

子
鵡
ー4
L

が
舌
端

の
口
蓋
化

に
よ
り
閉
鑞
菅

と
な
り
促
昔

化
す

る
事

は
現
實

の
常

識

と
し
て
又
孰
れ

の
國

の

言
語

現
象

の
中

に
於

て
も
見

出

さ
れ

る
事
項

で
は
あ

る
け
れ

ど
も

、
王
朝

時
代
果

し
て
促
昔

化

し
た
表

記

で
あ

つ
疲
か
は
急

に
は
決
定
出

來

な

い
で
あ

ら

う
Q

第

三

の

ハ
行

匹
段

の
場

合

は

　

　

娑
|囃
《
ノ
》粥
　
　
|謂
《

ト
イ
ハ

ク
》
胡
|摩
《ト
》　

:
以
下
略
　
　
京
都
帝
國
大
學
附
鵬
隅
書
飴
藏
蘇
悉
地
羯
羅
經

(
一
五
六
九
)

　

　
|卯
《ノ
》
看
|酉
《
ハ
ト
イ
》

　
　
|者
寫
錯
《

ハ

シ

ル
》
也
　
　

醍
酬
寺
藏

法
華
釋
文
下
卷

(
一
五
九
四
1

　
六
六
四
)

　

　

　

動

詞
ウ
暑
便

②

一
考
察

(
上
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
六
九



　
　
　

動
詞
ウ
普
便
の

唄
考
察
(
上
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

　

　
|勿

慮
《

ゆ
モ
ハ
カ
リ
タ
マ
フ
コ
ト
》

　

佐

伯

瓦

謙

師

藏

妙

法

藻

華

經

(
一
七

一
四

)

　
　
鴉
級

．
認
皆
阿
詩

歪
．
醍
醐
叢

大
眦
嶷

那
成
佛
靆

加
隷

鷺

準

七
(
;

九
・
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－陰
」

　

　
|
以
《
ず
モ
ミ
》

　
|爲

來
《

ル
ニ

リ
デ
》
　
|奪
《ハム
ト
》

　

　

　

　

　

　
|
同
《

み
ル
ナ
リ
ト
》

經

略

疏

卷

十

七

(
一
七

九

〇

)

　

こ
れ
等

の
例

は

ハ
行

四

段

の
ウ
音

便

と
見

る

よ
り

も
撥
管

便

の
省

略
表

記

法

と
見

る

の
が
穩

僧

で
あ

る
。
　

蘇

悉

地
羯
羅

經

及
び

法
華

繹

文

に
あ

る
　

:
:

ト
イ

ハ
の
助

詞

ハ
は

こ
の
場

合
牛

濁
管

と

な

つ
て

ゐ

る

ら
し

く
、

そ

の
考
察

も
別

に
興
味

あ

る
問
題

を
提

示
す

る

で

あ

ら
う

が
八
11
は
此

の
事

に

は
觸

れ

な

い
。

換

昔

か

ら
　

イ

ツ

ハ
　

と
促

管

化

し

て
行

く
第

二
段

の
過

程
も

考

へ
ら
れ

る
事

で
あ

る
。

こ
れ

等

の
三

つ
の
場

合

の
外

に
朋

か

に
撥

譱
日
表

記

號

を
持

つ
て

ゐ
る
ラ
行

四

段

㊧
背
便

の
例

が
現

は
れ

て
來

る
。

・即

ち

　

石

山
寺
藏

成

唯

識

論

(
一
六
八
0
)
に

　

　

渉

　
ワ
タ
ム
て
　
　

て
は
乎
古

止
點

　
石
山
寺
藏
大
般
泥
槃
經

(
一
六
八
四
)
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

　
　

止
　
ト
ト
マ
ソ
て

　

東
北
帝
國
大
學
附
圏
鬮
書
館
藏
史
記
孝
文
本
紀

(
一
七
三
一e

　

　

欲

　
ホ

ソ
ス

と

あ

る

の

は
流

子
音

の
鼻

音

化

で

あ

つ
て
撥

昔

便

と
す

る
事

が
出

來

る

で

あ

ら

う
。
、
こ
れ

か

ら
推

し

て
第

一
、
第

二
、
第

ヨ

の
場

合

も

換

脅

便

風

の
省

略

記

號

で

は

な

か

つ
た

か

と
思

は
れ

る
。
●

　

　

　

　

　

丶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，



動

詞
ウ
管
便

の

一
考
祭

く
下
)

四
六

動

詞

ウ

音

便

の

一

考

察

(
下

)

」

藤

枝

徳

三

9

　
　
　
　
　
　
　

六

　
　ハ
行
四
段

ウ
音
便

の
鼻
蹟
11
化

の
契
…機

　

有
聲
晋
b
d

の
前

に
郵

母
昔

が
先

行
す

る
事

は
以
前

か
ら
知

ら
れ

て
ゐ
る
事

で
あ
る

が
、
更

に
个

ま

で
擧

げ

て
來

た
菅
便
資

料

に
依

つ

て
見

る

と
無
聾
…背
t
f

及

び

8
の
前

に
も
　
例

へ
ば

　

　
'所
|思
《
オ
モ
ツ
》

　
　
|高
《

シ
》

山
寺
戡

蘇
悉
地
法

(
　
七

一
五
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

の
如
く
獨
立
性

の

な
い
渡

り
「膏

と
し
て

の
鼻

母
菅

が
起

る
可
能
性

が
あ

る
様

で
あ
る
。

そ

の
中

t

の
前

に
起

る
現
象
即

ち

ハ
行
四
段

の
迚

用

形
か

ら
鉛

に
瓜
接

す

る
場
合

の
昔
便
表

記

ウ

が
合
昔

の
u
で

な
い
も

の
、
筆
者

の
推

定

に
よ
れ
ば
鼻

母
皆

的

な
も

の
と
す
る
事

に
ど
れ

だ
け

の
積

極
的

な
論
鑪

が
あ

る
か

と
云

ふ
事

で
あ
る
。

そ
れ

で
先
づ
法
華

經
襌
文

の

ヨ
バ
テ
　

の
省

略
表

記
法

を
促
音

か
撥
膏

か
孰

れ

で

あ

る
か
を
考

へ
て
見

よ

う
。
先

に
擧
げ

充
金
剛
槃

若
集
驗

記

、
金

剛
頂
瑜

伽
護
麾
旋
帆

、
及

び
法
華
義
疏

に
あ

る
ラ
行
四
段
、

タ
行

四
段

の
若
便

の
例

は
犬

々
促

管

と
も

叉

リ
、

チ
、
普

の
落

ち
な
も

の
と
も
速

斷

は
出
來

ぬ
事

は
前

に
蓮

べ
た
所

で
あ

つ
て
、
王
朝
時
代

の
言
語

意

識
か
ら

し
て
促
菅

の
發

生

が
此

の

時
代

に
行

紋

れ

な
と
は
思

は
れ

な

い
か
ら
　

ヨ
バ

テ
　

も
促

膏

と
斷

定

す

る
事
は
田
來

な
い
で
あ
・



疹

う
。

矢

張
り

こ
れ
等

は
b

、
d

、
f

、

s
、

の
前

に
鼻

母
音

が
起

る

と
同
樣

の
經

過

を
表

は
す
表

記

で
あ

つ
た

乏
思

は
れ

る
。

帥

ち
t

の
前

の
㎞

の
母
二菅

a
が
貢

の

σq
属
餌
Φ
に

よ

つ
て
受

け
繼

が
れ

π
事
を

示
す
表

記

で
・n

の
表

記

の

一
定

せ

ぬ
儘

に
表

記

し
廠

い

で
置

い
た

と

見

る

の
は
誤

つ
て

ゐ

る

で
あ

ら

う
か
。

か
く
考

へ
る
と
法
華

經
稗

文

よ
り

少

し
以
前

の
法
華

義

疏

の
　

ヨ
バ
ウ

テ
　

大

眦
盧

遮

那
成

佛

紳
．

變

加

持
經

臼
點

の
　

ノ

タ

マ
ウ

テ
　

タ

タ
ウ

テ
　

の
ウ

の
表

記

も
t
．の
前

に
起

る
鼻

母
菅

を
表

は
し

た
も

の
と
思

は
れ

て
來

る
。

更

に
少

し
臆

測

を
加

へ
る
と
大
雛

字

昔

㎎
音

表

記

の
ウ

は
菅

節

力

を

持

つ
も

の
と
認

め
て

よ

い
様

で
あ

る

が
、
音

便

に
用

ひ

ら
れ

た
ウ

は
獨
立

性

の
な

い
も

の
帥

ち
音

節

力

の
認

め

ら
れ

ぬ
も

の

で
は
な
か

つ
た

か
。
そ

し

て
バ

の
母
菅

が
算
、管

化

し
た

事

を

示

す
も

の
と
見

て

は
ど

う
か
Q

　

か
く

す
れ

ば

ウ

は
b

の
破

裂

後

に
來

る

べ
き

鼻

背

を
帶

び

た

長
菅

の
存

在
を
表

記

し

た
も

の

で
あ

つ
て

、
佐

久

開
博

士

の
所
謂
調

昔

の

「
す

べ
り
」
と

し

て

の
渡

り
贇

の

一
種

の
表

記

と
も
看

倣

す

班

が
出
來

る

わ

け

で
あ

る
。

而

し

て
ウ

ば

u
で

は

な
く

晦

の
ソ

ソ
ソ
ネ

テ

の
表

Q

記

…號

で

は

な

か

つ
た

か
。

叉

ウ

(撥
音
的
な
も

の
)
が
所
鵬

す

る

母
韻

こ

の
場
合

な

ら

ば

a
…菅

に

は
韻

尾

を

鼻

=膏
化

た

ら

し

む

べ
き
準

備

と

し

て

の
長

昔

的

な

ニ
ュ

ア

ソ

ス

が
豫

想

さ
れ

る

で

は

な

い

か
。

法

相

宗

の
聲

明

に
菩
薩

の
サ

ツ
を

贓

と

し

て

a
を

長
批
ー4
と

し
、
而

も

韻

尾

を

鼻

昔

化

す

る

(或

は
閉
錻
音
化
す
る
)
の
を
常

と

し

て

ゐ

る
所

に
よ

る

と
～黜
と
も
符

號

出

來

る

様

で
あ

つ
て

一
種

の
ソ

ソ
ソ
ネ

テ

で
あ

る
事

が
看

取

出

來

る

の

で
あ

る
。

仁

和

寺

藏

金
剛

頂

瑜

伽
護

麾

儀

軌

(
=
ハ
五

一
)
に

は

　

・
籾
細
螺
群
　

恥
侃

糖
郵

と

あ

り

眞

言
宗

の
儀

軌

に

は
共

の
他

か

か

る
例

は
多

い

が

、
㎞

の
母

韻

a
を
雹

に
發

菅

し

た

様

で
あ

つ
て

恐

ら

く
●は
軽

い
閉

鎖

血
ー4
が
鼻
戈
ー4

と

し

て
聞

き

取

ら
れ

π

の
に

よ

る
表

記

で
あ

つ
た

の

で
あ

ら

う
。
　
一
身

川
專
修

寺

藏

唯

心
抄

文

意

(
一
八
八
九
)
に

肱

　
　
　

動
詞
ウ
音
便
の
一
考
祭
(下
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　

動
罰
ウ
普
便
の

崗
考
祭
(下
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

　

　
|
實

應

馨

菩

薩
《

訟
ウ
ホ
ウ
シ
ヤ
ウ
ホ
サ
．ウ
》

と

あ

つ
て

、

此

の
時

代

な

ら

ば

大

體

長

音

と
見

て

よ

い
衷

記

で
あ

る

が

、

こ
れ

と

て

も

長

菅

の
織

尾

は
輕

い
鼻

菅

か
閉

錙
∵背

で
あ

つ
た

ら

う

と
思

は
れ

る

の

で
あ

る

、

逆

に
算

菅

化
或

は
閉

鎖

青

化

の
前

に
．は
長

菅

を

豫

想

し

て

も

決

し

て

無

理

で

は

な

か

ら

う

と
思

ふ
。

バ
行

四

段

の
撥

菅

便

に
就

い

て

は
既

に

土

非
=博

士

も

注

意

せ

ら
れ

る

所

で
あ

つ
て

「
近

省

の
國

語
」

二

六
百
ハ
(國
語
朴
學
溝
塵
)

に

　

　

マ
行

バ
行
四
段
活
用

の
動
詞

の
蓮
用
形
が
撥
菅
便
と
な
る
事
は
中
古

か
ら
あ
り
、
近
古

に
贋

く
行

は
れ
た

の
で
あ
る
が
、
窒
町
時
代

に
は
更

に
所
謂
ウ

　

　

蹟
月
便
を
取

つ
た
。
ウ
菅
便
と
は
云
ふ
も

の
ゝ
n
晉
が
そ

の
前

忙
あ
る
樟
膂

と
融
合
し
て
長
管

に
發
曽

せ
ら
れ

る
の
で
あ
乃
。
そ

の
長
訟
日
は
三
種

に
分
れ

　

　

て
そ

の
中

の
卸
の
融
合
し
た
も

の
は
6
と
な

つ
た
。

と

さ
れ

て

ゐ

る
。

　

又

マ
行
|四
《
包
》段

の
ウ
表

記

に
就

い
て

は
遠
藤

先
生

が
文
學
|第
《サ
》
七
卷
第

三
號

(
四
八
買
〉
に
於

て
　

石

山
寺
藏

大
般

津
槃
經

(
～
六
八
四
)
に

　
　

病
　
ヤ
ウ
て

　

軍
種
本

紳
樂
歌

に

　
　

支
乃
繍
乎
保
利
波
宇
天

と
あ
り
　
催

馬
樂

に

　
　

末
呂
爾
太
宇
波
良
旡

と
あ

る

の
は
．石

山
寺
藏

大

般

溌
槃

經

に
あ

る



　

　

賜

　
タ

ハ
ル

が
贔
読
口
化

し

元

も

の

と

せ

ら

れ

拠

菓

は
私

の
考

へ
に
多

大

の
示
唆

を

麗
ハ
へ
ら
れ

血
も

の

で
あ

る

が

、

か

か

る
申

古

の
撥

昔

の
も

の
に

は
既

に
長

背
變

化

へ

の
契

機

が
包

臓

さ
れ

で

ゐ

拠

の

で

は

な

か

つ
た

か
。

窒

町
時

代

の
ウ
骨

便

を

ロ
ド

リ

ー
ゲ

ス
及

び

コ
リ

ヤ

ー

ド
等

は

も
即

ち
開
∵膏

と

し

て

あ

る
◎

橋

－本
博

士

は

6

は

跚
↓

ao
↓

b

の
…變
F化

で

あ

る

と

さ
れ

て

ゐ

る
。

叉

菊

澤

季

生

氏

は
鬮

語

菅

韻

諭

(
三
三
九
頁
)
に

　

　

ハ
行

四
段

に

瓢
が
融

合

し

て

oo
と
な

る

こ
と

は
當

然

と

去

へ
る

も
．、
而

亀

そ

の

oo
は
開

口

の

δ
で

あ

つ
て

酬
か

ら

來

る
閉

口

の
6

と
．區
別

さ

る

べ
き

で

　

　

あ

る
9

と

さ

れ

て

ゐ

る

。

街

チ

ャ

ン

バ

レ

ソ

は

そ

の

著

唐
湊

瀞
唄

ぽ

P
峯

(
ら

梦

O

聶

目箒
彰

霞

2
β
負

U
{
o
訟
9
多

弓
M

o
腕
目
`
o
げ
葺
旨

ピ
夢
昌
09
鐸
蟄
⑳
Φ

に

於

て

鹽

　

　

國
語

の
長

母

音

6
・u
は

二

つ
の
母

．菅
が
並
列

し
た
爲

偶
然

に
合
致

し

て
出
來

た

惠

の

と

し

て

ゐ

る

が

こ
れ

等

の
詮

は
孰

れ
も

窒

町

時
代

に
於

け

る
ウ

昔

便
表

記

を

=
安

と
し
て

は
安

當

で

あ

る
が
、
土
井

博

士

の
お
競

を
基

と

し

て

ハ
行

バ
行

四
段

ウ
昔

便

の
發

生

に
就

い
て

は
そ
れ

を
攅

背

便

と
見

た

い
と
す

る
私

の
考

へ
方

か

ら
す

れ

ば
謡

↓

ao
↓

o

の
過

程

で
は

な

，か

つ
た

と
臆
測

を
遥

し

う
す

る

の

で
あ

る
。

そ

し

て
更

に
第

二
過

程

の

ao
は
正

し
く

は
單

長

母
菅

で

は

な
か

つ
拠

か

と
思

は
れ

る

の
で
あ

る
が
資

料

の
不
充

分

な
事

で
あ

る
か
ら
斷

定

は
出
來

な

い
に
し
て
も
、
既

に
長
保
頃

か
ら

跚
な
る
二
個

の
侍
膏

の
並
列

を

わ
ざ

く

昔
便

發

生

の
際

に
生

ぜ

し

め

る

と

云

ふ
事

が
疑

問

で
あ

る
。

費

際

韻
↓

⑳

(或

は
oo
>
↓

6

の
變

化

の
巾

の
　

鋤
↓

ao

(
或

は
oo
)

へ
の
展

開

が
全

く

混

庫

と

し

て
趨

歸

す
る

所

を

知

ら

な

い
有

樣

で
あ

る

が
、

そ
れ

に
對

し

て
　

譲

↓

船
↓

6
　

の
過

程

な

ら

ば
容

易

に
考

へ
ら
れ

る

の

で

　
　
　

動
匐
ウ
音
便
の

剛
考
豢
(下
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
九
　
　
　
　
　
　
　

'



　
　
　

動
詞
ウ
音
便
の
剛
考
祭
(下
)
　

　

　

　

　

，
　

　

　

　

　

　

　

　

　

五
〇

な

い

か
。

朝

山
信

彌

氏

は
國

語

・
國

文
弟

七
卷

第

十

二
號

「
鶴

林

玉
露

の
黄
傍

な

ど

に

つ
い
て
」

に
－於

て

撒

の
母
瀦
ー－
群

よ
り

單

長

母
昔

の

猴

生

の
時
期

を

「
院

政

期

の
末
葉

頃

迄

は
溯

れ

さ

う

で
あ

る
。
」
と
推

定

さ
れ

た

の

で
筆

者

の
從

來

の
考

へ
方

に

非
常

な
光

明

を

投

げ

ら

れ

申

古

ウ

昔

便

の
發

生

を
換

血
ー－
便

と
す

る
臆

測

の
範

團

が

一
暦

限

定

さ
れ

て

來

た

事

を
覺

え

た

の

で
あ

る
。

古

利

支

丹

本

に

「
逢

ふ
」

が

而

の
形

で
示

さ
れ

て

ゐ

て

職

と

な

つ
て

ゐ

な

い
事

は
嘗

然

で
あ

ら

う
。

更

級

日
記

(定
家
本
)
に

　

　

み
る
め
お
ふ
る
浦

に
あ
ら
ず
ば
荒
磯

の
浪
閥
か
ぞ

ふ
る
あ
ま
購
あ
ら
じ
と

の

「
お

ふ
る
」

を

「
合

ふ
」

に
掛

け

た

と

す
れ

ば

鋤

の
耶

長

母
贇

と
見

る
事

が
出
=來

る

し

叉
法

華

紙

樺

文

(
一
批
九
四
ー

一
六
六
四
〉
に

．

　

　

母
　
ホ
ゥ

　

金

剛

頂
瑜

伽
護

摩

儀
軌

(
=
ハ
五

一
)
に

　

　

方

馳

ホ

ゥ

　

將

門

記

(
一
七
五
九
)
に

　
　
藁

弓

と

あ

る

の
は
例

と

し

て

は
僅
、少

で
あ

る

が
、

こ
れ

に

よ

つ
て
少

し
時

代

の
下

つ
π
院

政

頃

の
箪

長

母
菅

の

存

在

は
有

力

靦

し

て

よ

か

ら

う
。

か

か

る
單

長

母
普

に
先

立

つ
た
普

職
組

織

は
前
述

の
如

く
鼻

菅

を
含

む
．跏
で
あ

つ
た
と
推

定

す
れ

ば

ど

う

で
あ

ら

う
か
。
　
ハ
行

バ
行

四
段

の
蓮

用

形

の
活

用

語

尾

の
瞥

戳
變

化

が
ウ

を

以

て
表

記

し
始

め

ら
れ

な

が
ら
そ

の
表

記

が

一
時
姿

を
稍

し

た
事

は
何

を
物

語

る
も

の

で
あ

ら

う
か
。

京

都
帝

國

大

學

附
颶

鬮
書

館
藏

蘇

悉

地
羯
羅

維

の
黒

默

(
一
七
三
九
ー

「
七
八

「
}
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヅ
　
　

も



　
　
|失
《
ウ
シ
ナ
ム
》

　
　
「
|謂
《

テ

イ
ムテ
》

ど
あ
つ
て
鼻
昔
を
晧
示
し
距
表
記
が
見
ら
れ
る
。
か
か
る
例
は
他
の
訓
默
を
索
せ
ば
、夾
に
見
出
さ
れ
る
様
に
思
ふ
。
日
本
丈
學
論
纂

の
中

「
片
假
名
ワ
と
ソ
と
の
字
源
読
附
言
」
に
於
て
古
澤
博
士
は
久
原
文
庫
藏
蘇
悉
地
羯
羅
供
養
法
に

　
　
穿

ウ
カ
V
テ

　
收

ト
〉
テ

と
あ
る
の
を
指
摘
さ
れ
て
、
こ
れ
は
n
菅
が
促
菅
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
と
認
め
て
ゐ
ら
れ
る
か
ら
馬
京
都
帝
國
大
學
附
屬
鬪
書
館
臓
蘇
悉

地
羯
羅
．經
の
例
も

m
昔
が
促
菅
表
記
に
用
ひ
ら
れ
た
と
も
考

へ
ら
れ
る
が
荷
も

つ
と
突
き
詰
め
て
行
け
ば
促
菅
と
も
撥
膏
と
も
明
確
に
匿

別
が
出
來
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
先
に
平
・安
朝
初
期

の
加
點
の
金
剛
槃
若
集
驗
記
に
あ
つ
た
　
タ
テ
　
ク
モ
テ
　
が
當
時
の
言
語
感
か
ら
す
れ
ば
促
菅
と
推
定
し
難
い
事

を
述
べ
た
が
、
國
語
史
概
設

(
一
〇
五
頁
)
に
吉
澤
博
士
は
源
氏
物
語
の
　
見
も
て
行
く
　
を
促
菅
表
記

の
省
略
と
は
斷
定
し
て
居
ら
れ
な

い
。
そ
れ
で
タ
行
ラ
行
四
段

の
活
用
語
尾
の
菅
韻
彎
」化
が
そ
の
表
記
省
略
を
以
て
始
ま
り
後
に
換
膏
表
記
を
以
て
表
は
さ
れ
る
と
云
つ
た

迯
程
は
「背
韻
變
化
の
當
初
そ
れ
に
和
當
す
る
記
號
が
見
當
ら
ず
に
ゐ
旋
儘
に
省
略
さ
れ
た
と
考

へ
ら
れ
さ
う
で
あ
る
が
、
單
に
省
略
と
云

ふ
雷
葉

で
片
付
け
て
し
ま
は
れ
な
い
事
悄
も

一
方
に
は
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
何
故
か
と
云
ふ
と

一
鶻
訓
點

の
如
き
慱
授
を
重
ん
す
る

も
の
に
か
か
る
省
略
と
云
つ
た
樣
な
そ
の
場
凌
ぎ
の
方
法
で
表
記
法
を
糊
塗
し
て
ゐ
た
と
は
ど
う
し
て
も
解
し
兼
ね
る
め
で
あ
る
。
後
に

な
つ
て
撥
普
の
發
聲

が
明
確
と
な
り
、

こ
こ
に
換
骨
記
號
の
案
出
の
必
要
に
迫
ら
れ
〉
の
符
號
が
採
用
さ
れ
π
も
の
ゝ
、

そ
れ
迄
の
聞

の
可
成
り
の
長
い
期
闍
省
略
そ
の
も
の
が

一
種
の
符
號
で
あ
る
と
す
る
約
束
が
訓
點

の
領
域
に
默
認
さ
れ
て
ゐ
た
と
も
解
し
鍍
ね
る
の
で

　
　
　

動
訓
ウ
音
便
の
一
考
察
(下
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



，

　
　
　

動
詞
ウ
昔
便
の
麟
考
祭
(下
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五
二

あ

る
。

結

局

か

か

る
形

は
チ
、

リ
、

の
落

ち

尢
形

で
診

つ
て

そ

の
聞

に
表

記
上

に
表

ば

し
得

な

い
鼻
青

的

な
も

の
即

ち
微

か

な
郵

禄
骨

が

介

在

し

て

ゐ

た

と
思

は
れ

る
。
隨

つ
て
省

略

さ
れ

尢

と
思

は
れ

る
様

な

形

そ

れ
・目
禮

が

一
種

の
發

音
表

記

で
あ

つ
て

そ
れ

で
充

分
用

立

た

せ

る

事

が
出

來

た

わ
け

で
あ

る
。

酔暮
ρ

言
崋
9
Φ

の
夫

々
の
助

詞

8

の
前

に
母
．菅
を
鼻
．菅
化

し

π
～a
δ

が
あ
れ

ば
表

記
號
省

略

の
如
き

形

で
あ

つ
て
も
何

等

發
疉

上

に
不
乎
際

を
感

じ

な

い

の
で
あ

る
。

訓

點

の
誦

唱

は
文
攤

の
洗

錬

と
發

弊

の
壯
嚴

…糊
達

の
要
素

を
合

は
せ
持

つ
た
態

に
爲

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

謡

曲

の
謡

ひ
方

が
經

卷

念

涌

の
發
弊

と
軌

を

一
に

し

て

ゐ

る

の
も

そ

の
二

つ
の
要

素

が
あ

る
爲

で
あ

る
。

若

し
今

日

の
如

鳶
促

昔

爬
し

て

し
ま

へ
ば
全

く

腰

の
淨

い
尢
も

の
た

聞

窪
取

ら
れ

る

で
あ

ら

う
。

こ

の
點

も
充

分
考
慮

に

入
れ

る
必

要

が
あ

ら

う
。

前

掲

の
　

失

ウ

シ
ナ

ム
テ
、

謂

イ

ム
テ
、
穿

ウ

カ
〉

テ
、

收

ト
〉

テ
、

止

ト

ト

マ
V

テ
　

も

攅

晋
表

記

の
案

出
=に

よ

つ
て

そ
れ

が
綵

用

せ

ら

れ

て
表

記

汕

り

の
鼻

朞

的
膏

韻
變

化

の

一
斑

を
表

は
し

た
も

の
と
考

へ
て

は
ど

う

で
あ

ら

う
か
。

　

、　

　

　

　

　

　

七
　

ウ
音

便

の
フ
表

記
時

代

　
・㎜
か

ら

ao

oo
に
更

に
長

菅

の
韻

尾
．の
閉

鎖

管

化

の
可

能

性

は
既

に
述

べ
π
所

で
あ

る

が
後

に

恥

oo
は
長
=胃
化

し

、

そ

し

て
織

厄

の
閉
鎖

化

は
促

菅

化

し

た

と
考

へ
る

ぺ
き
も

の
で
あ

ら

う
。

苦

便

の
場

介

の
ウ

が
表

記

號

と

し

て

の
役
割

な
脆

し

て

u
苦

に
等

し

い

と
認

め

ら
れ

る
苦

に
變
、化

し
経

つ
拠
時

に

ぼ
ウ

は

oo
で
表

は

さ
れ

る
單

長

母
二背

へ
の
燮

化

を
麦

記

す

る
も

の

で

は

な
く

し

て

細
な

る

母
膏

群

の
並

列

を

意

味

す

る
も

の

で
あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

か

ら

、
个

日

の
ウ
…背
便

の
發

菅

は

韻

で
あ

る

と

し

て
も
、鋤
か

ら
直

に

繊

へ
變

化

し

た

と

ば
考

へ
ら
れ

な

い

の
で
あ

る
。

繭

か

ら

餌

へ
の
變

化

は

一
つ
の
ギ

ヤ

ッ
プ

を

持

つ
て

ゐ

る

事

に
氣

付

く

の

で
あ

る
。

部

ち
輕

い
鼻

母
冖背
を
含

む
，11
は

口

を

開

い
拠
儘

に

し

て
懸

壅

垂

の
僅

少

の
下

向

の
み

で
語

昔

の
鼻

腔

通

過

へ
の
機

會

を

興

へ
る
。

然

し

u
贇

は
我

國

に
於

て

は
唇

の
蓮

動

を



'

件
ふ
事
が
少
い
と
は
云
へ
可
成
り
の
口
の
す
ぼ
ま
り
を
伸
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
鼻
菅
か
ら
u
菅

へ
の
變
化
の
中
に
促
晋
的
な
も
の
を
持

つ
て

來
な
け
れ
ば
こ
の
ギ
ヤ
ッ
プ
は
埋
ら
な
い
の
で
あ
る
。
悦
政
頃
の
ウ
…菅
便
と
言
は
れ
て
ゐ
る
表
記

の
殆
ど
總
て
が
ウ
で
は
な
く
し
て
フ
で

書
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
事
は
．m
と
組
と
の
間
に
促
習
に
發
聲
し
た
時
代
が
あ
つ
た
事
を
物
語
る
も
の
の
様
で
あ
る
。
凾換
言
す
れ
ば
右

の
事
實

ば
、跚
か
ら
韻
へ
の
直
接

の
變
化
を
否
定
す
る
根
糠
を
提
供
し
て
ゐ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ソ
表
記
に
就
い
て
口
語
法
別
記
に

　

，「
ひ
て
」
「
ひ
た
り
」
を
苔
便
に
「
う
て
」
「う
た
り
」
と
も

「
ふ
て
」
「
ふ
た
り
」
と
も
云
ふ
は
動
詞
に
因
つ
て
何
か
匠
別
が
あ
る
か
と
見
る
に

と
し
て
例
を
擧
げ
最
後
に

　
　
同
一
の
需
に
ど
ち
ら
本
使
つ
て
ゐ
る
か
ら
二
つ
な
が
ら
勝
手
に
ま
ぜ
て
用
ひ
た
も
の
と
見
え
・̀o

と
み
る
が
、
こ
れ
に
は
賛
成
し
難
い
様
で
あ
つ
て
フ
の
表
記
は
ウ
と
異

つ
た
菅
便
表
記
で
あ
つ
た
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
迹
の
如

く
西
大
寺
藏
大
眦
盧
那
威
佛
棘
燮
加
持
経
白
，點

(
一
六
六
〇
)
に
　
ノ
タ
マ
ウ
テ
　

と
あ
り
こ
の
ウ
表

記
は
そ
れ
以
後
は
石
山
寺
藏
法
華
義

疏

(
一
六
六
二
)
及
び
酉
大
寺
藏
大
眦
盧
遮
那
成
佛
紳
變
加
持
經
朱
點

(
冖
七
三
八
)
に
あ
り
　
元
永
本
古
今
集
春
上
に

　
　
日
は
て
り
な
が
ら
霹
の
か
し
ら
に
か
L
り
け
る
を
よ
ま
せ
た
ま
う
け
る

と
あ
り
　
興
膈
寺
藏
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
俳

(
一
七
七
六
)
に

　
　
逐

オ
ウ
ツ

と
あ
る
が
そ
れ
以
前
に
既
に
．石
山
寺
藏
成
唯
識
論
卷
九

(
一
六
八
G
)
に

　
　
蔽
　
オ
ホ
フ
て
　
　
て
は
乎
古
止
點

　
　
　

動
詞
ウ
音
便
の
一
考
祭
(下
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－，　

五
三



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

亀

　
　
　

動
詞
ウ
曾
便
の
一
考
嚢

下
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

5
　

　

　

　

　

　

霊
四

　

石

山
寺
戴

大
般

況
槃

經
卷
第

二

(
一
六
八
四
)
に

　

　

除

　
　ハ
ラ

フ
て

　

　
て
は
乎

古

止
點

　
佐
狛
良
謙
師
藏

妙
法
蓮
華

經

(
【
七

一
四
)
に

　

　

少

智
|樂
《
ネ
カ
フ
》

　

　
|小
《

て
》

法

を
　

　
て

は
乎
古

止
點

　

一繭
野
「山

…龍
光

　院
紬臧
大

臨肌
二盧

擁
}那

蒲
夙
…悌
畠
胛
麺
∫
川
持

經

(
一
七

一
八
)
に

　

　

像

ト
イ

ツ
ツ

ル
者

　

同

院

戴

大

眦

盧

遮

那

成

佛

經

疏

(
一
七

一
八
)
に

　

　

十

二
m囚
翻繊
者

．

イ

フ
ツ

ル
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

と
あ
る
。

こ
れ

に

よ
れ

ば
西
大

寺
藏

大
眦
盧

遮
那
成
佛
紳
變

加
持
經

白
點

(
一
六
六
〇
)
を
下

る
宴

二
十
年
後

に
既

に

ハ
行
四
段

の
活
用
語

尼

の
變
化

が

フ
を
以
て
表

記

さ
れ

て
ゐ

る

の
で
あ

つ
て
、
そ

の
冊

に
ウ
炎

記

の
も

の
が
法
華

義
疏

以
外

に
見

出

せ
な

い
。

1

否

定

の
決

定

は
貴

は
最

も
危
險

な
論

で
依
置

る
が
ー

と
す
れ
ば

γ
は
從
來
去

は
れ

て

ゐ
る
如
く
ウ

の
書
誤

り

で
あ

る

と
考

へ
る
事

は
躍
躇

せ

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

こ
の
事

は
拙

稿

「
鎌
倉

時
代

の
國

語
資

料

=

一、
國
語
國
文
第
九
岱
錐
十
二
號
九
九
貰
」
に
於

て
觸

れ

て
置

い
た
。

ウ
表

記

の

動

詞
菅

．便

形

が
假

名
遣

及
假

名
字
體

浩
革
資

料

に

よ
れ

ば
老

子
道

徳

經

(
二
二
三
八
)
に

　

負
　
ヲ
ウ
テ

と
初

め

て
表

は
れ

る
禦
も

先

に
述

べ
℃
置

い
尢
所

で
あ

る
。

而

し

て

フ
表

記

は
そ

の
糊

の
ウ
音

便

形

と

云

は
れ

る
表

記

を
獨

占

し

て

ゐ
尢

∂



と
思

は
れ

る

の
で
あ

つ
て
、
例

へ
ば
管
見

に
ょ
れ
ば

　

將

門

記

(
一
七
五
九
)
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丶

　

　

惠

賜

　
メ

ク

ミ

タ

マ

フ

テ

」

'
　

妙

法
=蓮

華

經

・玄
一賛
(
一
七
八

二
)
に
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

　

歡

　
ナ

リ

ト

イ

フ

テ

　

　
齟
慨

　
イ

フ

テ

　

醍

醐
寺
藏

大
眦
盧

遮
那
成

佛

紳
蠻
加

持
經
略
疏

(
…
七
九
〇
)
に
は
全
卷

が
總

て

が

フ
表

記

と
な

つ
て
ゐ
る
。

　

　

不

行

處

ヲ

ス
ラ
爾

不

可

得

ナ

リ

ト
イ

フ
ツ

　
　

之

ヲ
護
持

ス
ト
ヨ
フ
ツ

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

晶剛

二
聹

ノ
形

量

ヲ
間
=フ

シ
カ
⊥甲

二
鍍

テ
坐

及
却

ヲ
闇
=フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'

　

　

等

至

ト

ハ
三
昧

名
也

上

ニ
イ

フ
テ

キ

　

　

我

何
=ゾ
作

サ

ズ

ト
イ

フ
テ

ム

　

　

外

觀

ノ
像

ヲ
イ

フ
ッ

ル
如

ク

ハ

　

　

前

二
本

疎

ノ
形

量

大

小

ヲ
問

フ
テ
キ

そ

の

他

　

　

効

ナ
ラ

フ
テ

　

相

稱

カ

ナ

フ
テ

　

樂

ネ

カ

フ
テ

等

が

あ

り

　

金

光

明

経

(
一
七
九

二
)

(
假
名

遣

及
叙
名

字
燈

沿
革
資
料

に
ょ

る
)

に

　
　
　
　
動
詞
2
覆

の
募

察
(下
)
　

　

　

　

　

　

「
　

　

　

驢
　

　

憂

●

．



　
　
　

動
詞
ウ
謡園
便
の
蝋
考
祭
(下
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

置
六

　

－．
値

　
マ
ウ

ア

フ
テ

　

{承
都

帝

國
=大

胤
斎
閣
菰
叫
嵐
Ψ
國

⊥又
戲
剛
研

究

室

丗臧
金

剛

噺坦
瑜

伽

經

巻

第

三

(
一
八
○

軸
じ

に

　

　

順

　

シ
〃
カ

フ
テ

　

石
山
寺
藏

大
唐

西

域
記
(
一
八
ご
三
)
に

　

　

'

　

　

襲

寿

ソ

フ

テ

奮

．

フ

ル

フ
テ

競

彡

・
テ

諌

イ

・

フ
テ

辭

イ

フ
テ

高

俗

博

(
一
八

二
三
)

(
儼
名
潰

及
假
名
字
雛
浩
輩
資
料

に
よ
る
)

に

　

　

効

焉

ナ

ラ

フ
テ

　

　
遇

ア

フ
テ

　

香

藪
末
鈔

(
一
八

二

五
)

(
右
費

料

に

よ

る
)

　
　

呼

ヨ
フ
テ
　

　

　

　

　

　

ρ

　

十

七

憲

法

，
(
{
八

三

三
)

(
右
資

料

に

よ

る
)

に

　

　

逵

ア

フ

テ

ハ
　

　
鉗

　
ム
カ

フ
テ

ハ

以
上

が
院

政

末
葉

迄

の
も

の
を
大

矢

翁

の
資

料
を
拜
借

し
て
列
擧

し
抛
も

の
で
あ

る

が
そ

の
申

に
は
ウ
表

記

の
も

の
は
見

出

さ
れ
な

い
。

随

つ
て
瀬

か

ら

職

へ
の
蠻

化

の
途
申

は

フ
を
以
て
表

は
さ
れ
海
管

韻
組
織

の
も

の
が
あ

つ
π
寓

が
分

る
で
あ

ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

、贇

便

フ
表

記

の
本
質

幕

蒙

灘

諾

ヨ
づ
ア

か
ら
初
め
て
毛
型

襄

婆

記
呂
渠

紀
(
量

九
)
西
大
犠

大
盤

遮
靉

佛
靆

加
鑾



'朱

點

(
}
七
三
八
)
の
省

略
表

記

は
鼻

轡

晋

の
介

入

さ
れ

た
も

の

と
考

へ
ら
れ

る

が
、

呂

后
本

紀

の
加

點

を

溯

る
事

四

九

年

も

以
前

に

は
石

山
寺

藏

成

唯

識

論

(
=
ハ
八
O
)
の
　

オ

永
．フ

テ
　

の
如
き

フ
炎

記

の
も

の

が
あ

る

の

で
あ

る

か

ら

、
…法
華
・經

糧

文

の
・も

の

は
兎
角

呂

后
本

紀

及

び
加

持

經

朱

點

の
も

の
は

フ
爽

記

の
發

管

に
近

い
も

の
で
あ

つ
た
事

は

曇

へ
る

と
思

ふ
。

ウ

　

フ
共

に

ハ
行

四
段

の
蓮

絹

形

が
㎏

に

蓮

る
時

に
表

は
れ

る
…背
便

表

記

で
あ

る

し
稍

監
時
代

を
同

じ

う
す

る
も

の
で
あ

る
か

ら
ウ
表

記

が
合
膏

u
を
表

は
す
も

の
で
は

な
く

て
鼻

母
篤
54
を
含

む
表

記

で
，あ

る

と
推

定

し
癒

の
で

ソ
も
亦

合
菅

u
で

は
な

い
事

は
考

へ
ら
れ

る
事

で
あ

る
。

こ

こ
で
字

菅

に
用

ひ

ら
れ

な

フ
を

檢

べ
て
見

よ

ケ
。
　

　

　

　

・　

　

－　

　

　

　

　

　

．

　

①

　
「
フ
」
が

n
昔

に
用

ぴ

ら
れ

究
場

合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

衡

驚

働

謡
．煽

．
贈

蹴

騁

驫

．紐
．
醗

鰯
．
健

穿

聾

か
〉
鰯

璽

鱗

端

養

癸

鸚

遮
譏

佛
靆

加
慧

七

　

　

　
|儼
《

ク
7
　
タ
7
》　
|欄
《
ヲ
フ
》　
|板
《
ラ
フ
》　
|迅
《
シ
フ
》　
|純
《
ト
フ
》　

(
以

上
高

野

山

馳
光

院
戡

大
眦
庸

遘

那

成

佛

脚

變

加

特

緯

　
七

一
八
)

　

ケ
7

　

　

　

　

　

(
智
恩
院
藏

大
唐

三
藏

玄
契
法
師
衷
啓
)

|

シ
ン
《

ケ
〉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
「　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
》

　

迅

　
間

　
(
西
大
寺
藏

大
眺
慮
…遘

那
成

佛
帥
變
加
持
駕
朱
點

…
七
三
八
)

　
|燉
《
ト
〉
》　
　
　
(
法
陵
寺
藏
妙
法
薄
華
鰹

玄
替
二

七
八
二
)

働

、「
こ

が
㎎
膏
に
用
ひ
ら
れ
海
場
合

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

　
|
餉
《
シ
ァ
7
》

(
筒

野

山
實
瀞

院
藏

金

剛

頂

瑜

伽

申
略

掛

念

諦
鰹

へ
七

ヨ
四
)

　
|
仰
《
キ
ヤ
ン
》

(
　四
大
導

戡

大
眦
盧

遮

那
成

佛

柳

攣

加
持

灘

朱
點

一
七

崑
八
)

③

　
「
フ
」
が

入
聲
．に
用

ひ

ら
れ

友
場

合

　
　

動
詞
ウ
音
便
の

}
考
察
(
下
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
七



　
　
　
動
副
ウ
音
便
2

考
築

下
)
　

　

・
　

　

丁
　

，
　

　

　

　

　

　

五
八

　
．
A

　

唇

内

入
焔鷹
の
例

　

法
躯

可
不
遜
悪
　
(
準
語
藏

御
本
店
寫
阿
眦
達
磨
雑
集
論

古
點
交
學

研
究
錦
十

三
排
)

　

揖

イ
フ
反

　

　
(
黒

板

榔

＋
藏

金

剛
槃

若

集

験
．記
)

　

執

シ
フ
|
業

匝

給
《

コ
フ

サ
フ

キ
フ
》
(
四

大
寺

藏

金

光

明

最

勝

避
經

白

點

)

　

燈
[
替
伊
不
　
　
　
(
瀬
從

本

口
本

嬢
異

記

ヒ
錦

五
)

　

螺

ラ
フ
　
　
　
　
　(
仁

和

乱で
諏
湫
金

…剛
袈

伽

護

塵

幽城
」肌

「
亠ハ
五

一
)

　

陜

多

(
侠

狹

の
誤

り

か
)

(
高

由
寺
藏

蘇

悉

地
法

一
七

一
五
)

　

葉

エ
フ
　
二怯

カ
フ
　

(
高

野
山
龍

光

院
藏

大
眦
盧

遮

那
成

佛
帥
變
加
持

經

七
帖

一
七

一
八
)

　

B

k

入
聲

の
例

註
期
尅

親

(
興
齲
寺
本
日
本
璽
黒
ハ記

上
第

二
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

　

店
鬥

イ
フ
反

　

　

　
(
石

山
=寺

{餓

法

華

義

疏

一
六

六

二

)

　

若

シ
ャ
フ
　

(
酉
大
寺
藏

大
眦
磁

遮
那
成
佛
紳
攣
加
持
經
朱
點

一
七
三
八
)

　

C

　

七

入
聲

の
例

　

鉢

ハ
〉

　
　
　
(
酉
大
寺
曲臧
大
眦
礁
遮
那
成
佛
紳
攣
加
持
經
朱
點

一
七
三
八
)

　

D

唇
内
入
牒

を
t

入
盤

の
漢
字

で
寫

し
た
例

　

劫

普
忽

　
．

(
新
課

大
方
廣

佛
華
嚴
華
晉
義
第

七
)

右

の
如

く

フ
は
入
聲

字
普

表

記

に
用

ひ

ら
れ

て

ゐ
る
か

ら
促

昔

と
考

へ
ら
れ

る

が
叉

u
昔

㎎
昔

に
も
用

ぴ
ら
れ

て

ゐ
る
所

を
見

る

と
訟
日



便

の
場

合

の

フ
表

記

は
純

然

た

る
促

管

ど

臉
考

へ
ら
れ

な

い
様

で
あ

つ
て
、

フ
が
所
屬

す

る

母
賊

は
ウ

の
場

合

と
同

じ

く
長

膏

的

な
も

の

で
、

そ

の
獄

尾

は
矢

張

り
鼻

母
菅

を
含

ん
だ

も

の
ら

し
く
考

へ
ら
れ

る
。

帥

ち
長

母
譱
14
の
語

尾

が

一
種

の

「
含

む
」
或

は

「
|谷
《

9
》

む
」
と

雪

ふ

程
度

の
閉

鎖

に
絡

つ
π

も

の
で
あ

ら
ケ
。

山

田
博

士

が

「
平
家

物

語

の
語

法
」
(下

一
七
七
六
六
頁
)

に
於

て
早
曲

の
發

聲

を

　

前

の
音

を
稍

－
長
く
呼
び
次

の
若

に
う

つ
り
行
き
中
間

の
背

は
微

に
し
て
殆
ど
省

か
れ

た
る
如
き
ナ

が
た
な
り
し

に
あ
ら
ざ

る
か

と

の
解

釋

を
加

へ
ら
れ

で

ゐ
る
。

雫
曲
=の
發

菅

法

を
以

て
直

に
不

安
朝
∵甲
期

の
發

菅

を
推

す

事

は
危
險

で
あ

る

が
、

フ

の
表

記
或

は
表

記

號

の
な

い
部

分

a
發

膏

法

が
|干
《

殉
》
曲

に

よ

つ
て
傳

へ
ら
れ

な

と
考

へ
る
事

は
出
來

る

わ
け

で
あ

る
。

か

か

る
弱

い
閉

鎖

乖
ー4
が
院

政
頃

の

ハ
行

四

段

σ
活

用

語

尾

の
變

化

の
際

行

は
れ

な

の
で
あ

つ
て
、

ツ

の
炎

記

が
未

だ
行

は
れ

な
か

つ
た

の
も
肯

か
れ

る

で

あ

ら

う
。

か

う
し
た
微

弱

な
閉
鑞

・背

に

フ

の
表

記

號

が
用

ぴ
ら

れ

海

の
は

フ
が
字

菅

入
聾

の
表

記
號

で

あ

つ
た

か

ら

で
あ

ら

う
。

而

し

て
苦

便

に

こ
の
字
音

表

記

の

フ

の
音

を

そ

の
儘

持

つ
て
來

元
も

の
と
思

は
れ

る

の
で

あ

る
。

更

に
フ

の
昔

慎

に
就

い
て
限

定

を
加

へ
れ

ば

、

フ

の
原

形

は
明

か

に
不

の
略
軆

で
あ

る
と
考

へ
ら
れ

る

か

ら

、
片
假

名

の

フ
を
表

記

號

と

し

て
用

ひ
血
も

の
で
随

つ
て

ハ
行
h

の
兩

唇

的

摩

擦

管
F

が
入

つ
て

ゐ

る

こ
と
は
確

か

で
あ

ら

ケ
。

國

語
史

概
論

(
九
〇
頁
)
に

　

　

新

撰

字
鏡

に

「
響

乎
ボ
止
」
　
倭

名

抄

に

「
夫

肝
布
」
　
「
後

卯
犒
励
」

　

　

な

ど

あ

り
　

ヲ

フ

ト
　

ヲ
ウ

ト
　

と
．
|
鹵
《

0
　
　
　
　
9
》

樣

あ

る

が
其

の

フ

・
ウ

は
何

れ

も

ヒ
(n

)

の
毋

．青

の
お
ち
た
f

を
表

は
す

も

の
で

は
あ

る

ま

い
か

と

の
論

明

が
加

へ
ら
れ

て

ゐ

る
。

こ
れ

も
五

が
菅

韻

變

化

の
際

字

菅

フ

の
表

記

を

以

て
表

は

し
た
も

の
で

あ

る

と
解

し
得

ら
れ

る

で
あ

ら

う
。

そ

の
晋

は

入
盤

で

あ

る

と
共

に

爾

唇

の
…困
鑚

と

そ

の
後

の
破

裂

に
拌

ふ
促

骨

的

な

も

の
で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

隨
・つ
て

そ

の
菅

を
F

　
　
　

動
詞
ウ
・皆
便
の

一
考
察
(下
)
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　

　

　

励
酬
訓
ウ
音
値
n
の
　
嘱
考
鎰

(
下
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山ハ
O

を
以
袤

ば
し
て
も
そ
の
藏

に
對
し
て
は
|霾
《騎
》国で
あ
ら
う
・
近
衛
公
袰

毒

歌
譜

(
一
茜

一
)
の
伊
勢
盤

に
馥

賭
が

　

　

手
　

　

　

　
手
　

　

　

　

　

　

妻

　

　

於

不
保

し
比

上

L
欺
佛
短

L
米
ー

と
な

つ
て

ゐ
る
、
　
こ
の
中

の
不
保

と

あ

る
事

に
就

い
て

京
都

帝

國
・穴
學

國
文

學
魯

上
代

文
學

研
究

會

に
於

て

池

上

顧

造

氏
，が

御

注

慧

さ

れ

、

そ

の
後

朝

山
僻
彌
…氏

か

ら

も

御
敏

示
を
願

つ
た
事

が
あ

つ
た
。

不

を
0

列

兩
唇
菅

に
先

行

す

る
ウ
列

兩

唇
菅

と
し

て
も

攤
膏

u
を
次

に
來

る
F

子
二背

と

の

「
わ
π
り
」

は
閉
…鐡

さ
れ

夜
所
謂

=「
の
む
」

と

云

ふ
形

に
於

て
潅

さ
れ

る

事

が
看

取
出

來

る

の
で
あ

る
。

或

は
不
を

ハ
行

兩

唇

菅

の
子
膏

と
見

て

は
恥と
う
か
。
鮨
さ
う
す
れ

ば
純

粹

な
國

語
表

記

で
な

い
所

の
も

の
、
・即
ち
…塁
膏
字

糠
表

記

と

な
る

の
で
、
ウ

と
同

じ

く
表

記
省

略

の
可
能

性

を

も

持

ち
得

る

わ
け

で
あ

る
。

字

菅

に
於

て

は
爾

大
寺
藏

大
眦
盧

遮

那
成

佛

紳

變

加

持

維
朱

點

(
{
七
三
八
)
に

　

　
|仰
《

恥
ヤ
7
》
　

　
|若
《

シ
ヤ
ツ
》
　

　
|拏
《
タ
フ
》　

　
|那
《
ナ
ツ
》

　

　

キ
ヤ
　
　
　
シ
や
　
　
　

タ
　
　
　

ナ

の
如

く

左
註

に
て

フ
を
省

略

し
た

の
が
見

ら
れ

る

が
そ

の
後

に
碆

毛

利

公

爵

家
藏

皮

記

畠

后
本

紀

(
一
七
三
一二…)
に

、

　

　

奪

タ
ヌ

ト
ク
　

　

　

・

と

あ

つ
て

、

フ
を

斜
線

＼
を

以

て
淌

さ
ん

と

し
た
痕

跡

の
も

の

が
h兄
ら
れ

る

の
で
あ

る
。

又

そ
れ

と

は
反

對

に
京

都
∵帝
國

大

學

附
鵬

鬮

書

館

藏

蘇
…悉

地

羯

羅

經

の
朱

點

二

虱
六
九
－

州
七
三
九

の
加
蜘
と
推
定
)

に

　

　

シ
タ
カ
2
プ

　

　

如

依

法

則

と

あ

9

、

シ

タ

カ

テ

の

カ
．と

テ

と

の
糊

に
墨

點

(
一
七

八

一
)
で

フ

を

插

入

し

て

あ

る

の

も

見

ら

れ

る

の

で

あ

つ

て

、

フ

の
表

記

が

如

何

に



取
扱

は
れ

て
ゐ
た
か
を
物

語

ぞ

ゐ
る

の
で
あ
る
・

玄
奘
鯉

傍
訓

、
二

七
圭

ハ
)
(催
名
遣
及
假
拳

讐

革
賚
料
に
よ
る
)
に
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

轟

　

　

爾
|學
《認
ヒ
ネ
》

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
《

ヵ
ツ
テ

　
》
|

，

と

あ

り

、

そ

の
後

に
は
吉

澤
=博

士

御

私
臓

南

海

窃

歸

傳

(
一
七
八
八
)
に

は

　

　

製

力
－．

と

フ
が
省

略

さ
れ

、
再

び
醍

醐

寺
藏

大
眦
盧

遮

那
成
佛

紳

變

加

持

経

略
疏

(
一
七
九
〇
)
に

は

　

　

袈

カ
ッ
．7

と
フ
が
符

せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
は
、
そ

裟

記
の
不
蹇

転

語
る
高

時
に
フ
の
譲

羅

示
す
る
躄

る
も

の
で
あ
る
。
穣

倉
時
代

に
入

つ
て
も

「
國
語
國
文

の
研
究
敏

行
僧
誰

の
訓
點

は
坂
東
語
か
」

に
於
て
吉
澤
博
士
は
元
永
點
選
操
集

に

　

　

キ
ラ
7
テ
　

キ
ラ
デ

　

　

嫌

　

　
嫌

と

同

一
の
書
冖に
兩

樣

の
表

記

の
あ

る

も

の
を
描

げ

て

ゐ

ら
れ

る
。

叉

一
身

田
專

修

寺
藏

埠

號

翼

像

銘
∵
又

(
一
九

一
八
)
に
も

　

　
|
北

向
《

ニ
ム
カ
》
フ

テ

　

北

．噛
|向《
ム
カ
》
テ

と

兩

樣

の
表

記

が
施

さ
れ

て

ゐ

る

の
で

あ

る
。

以

上

の
例

の
如

き

も

t

苦

に
蓮

る
ウ
晋

便

以
外

に

s
膏

に
蓮

る
場

合

も

同

じ

事

が

云

へ
る

樣

で

あ

る
。

例

へ
ば

高

山

寺

戴

蘇

悉

地
法

卷

上

(
一
七

一
五
)
に

　

，
|想

所
《

　オ
　モ
フ
シ
》
の

者

　

　

　

動
詞
ウ
一者
便

の

幅
考
豢

(
下
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

一



　
　
　

動
詞
ウ
膏
便
の
一
考
祭
(下
)
　

．．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
二

と
あ
り
酷
醐
寺
藏
大
眦
盧
遮
那
成
佛
紳
變
加
持
經
略
疏

(
一
七
九
9

に

　
　
陽

力

と

あ

る

事

は
前

に
掲

げ

て
置

い
た

が
、

こ
の
迯
去

の
助

動

詞

の
連

體

形

に
連

る
場
合

の
背

職
變

化

の
表

記

に
於

て
も

ハ
行

四
段

ウ
昔

便

の

フ
表

記

の
例

と
同

じ

く

フ

の
昔

價

を
考

へ
て

は
ど

う

で
あ

ら

う

か
。

菊

澤

季

生
氏

は
國
語

管

戴

論

(
二
四
五
頁
)
に
於

て
章
蒙

頌
韻

に

　

　
響

イ

フ
シ
ク

イ
ッ
シ
ク

と

あ

る
事

を
指

摘

し

て

ゐ

ら
れ

る
。

叉
高
畠

敬
瞽

寫

の
藁

俗

二
默
集

の
點
岡

を
播

く

と
東

大
寺

三
論
宗

用
之

と

あ
る
點
岡

に
は

「

と

あ

つ
て

フ

の
省

略

と
見

ら
れ

る

の
が
あ

る
Q

松
浦

の
能

に

な
れ

ば

　

　

ム

カ

シ

サ

テ

ヒ

コ

ト

イ

ッ

シ
人

と
明
か
に
促

昔

に
表

記

さ
れ
ズ
來

る

の
で
あ
る
。

こ
の
様

に
ツ

の
表
記

に
な
れ
ば
促
普
表
記
と
し
て

の
定
著
期

に

到

達

し
允

の
で
あ
る

が
、
そ
れ
迄

に

フ
の
表
記

と
そ

の
省
略

の
混
亂
期

に
次

い
で

フ
、

ッ

の
表
記

の
動
搖

時
代

が
あ

つ
た
事

が
考

へ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

鎌
倉

時
代

の
書
=寫

と
思

は
れ

る
筋

田
乾

三
郎
氏
臓

釋
迦
如
來
念
涌
之
次
第

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

　

　

分

明

ナ

リ

ト

思

フ

テ

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

と
．フ
表

記

が
あ

る

が
、

同
書

は

乂

こ

の
時
代

に
促

背
を

ツ
を
以

て
表

記

し
始

め

な
時
代

の
書

寫

の
經

典

で

あ

る

ら

し
く



　

　

瑜

伽
者

ノ
足
下

二
有

リ

ト
思

ツ
テ

と

あ

つ
て

同

一
の
書

に

フ
、

ツ

の
兩

表

記

が
用

ひ
ら

れ

て

ゐ

る

導

は

フ
表

記

が

ッ
表

記

に
移

り

行

ス

過

程

を

示

し

て

ゐ

る
も

の
と
見

て

よ

い
で

あ

ら

う
。

此

處

に
促

…背
表

記

に

ツ

が
用

ひ

ら
れ

て

ゐ

る

も

の
が

現

は
れ

た

か

ら

と

云

っ
て
直

に

ツ
表

記

に

一
定

す

る

と

は
考

へ

ら

れ

ぬ
。

縦

令

あ

る

一
部

で

は

ッ

を

用

ひ
た

と

し

て
も

フ

の
表

記

も

亦

他

方

踏

襲

せ

ら
れ

る

事

も

あ

り

得

る

事

で

、

フ
表

記
時

代

と

同

じ

長

促

血
口
の
發

昔

法

が
一殘

つ
て

ゐ

た

と
臼
乃
る

べ
き

で

あ

ら

う
。

そ

れ

以

外

の
も

の
例

へ
ば

醍

醐

出
寸
木

遊

仙

窟

(
}、
九
六
〇
)
に
も

徇

　

　
|言
《
イ
ワ
テ
》
　

　
遇

　

　
|講
《

ワ
テ

コ
フ
テ
》

と

あ

リ

ウ
表

記

は
ロ
ハ
だ

　

　
|
重
《
ク
ウ
ト
キ
》

と

あ

る

の
み

で

あ

る
。

か

う

し

た

も

の
は
訓

點

で

あ

る

か

ら

そ

の
書

寫

に
傳
統

的

な
表

記

が

施

さ
れ

掩

の
で

あ
・る

と
も

考

へ
ら
れ

よ

う

が
、

必

す

し
も

訓

點

に
限

ら
す

院

政

鎌

倉
期

或

は
室

町
時

代

の
書

寫

と
忍

は
れ

る
罕

安
朝

の
倒

記
物

語
類

に
も

か

か

る
表

記

は
多

數

に
見

出

さ
れ

る

の
で
あ

る
。

口
語

法

別

記

が

こ
の
事

に
注

意

し

て

ゐ

る

こ
と

は
前

に
蓮

べ
た

が

、

近

く

は
小

林

好

日

氏

が

日
本

文
法

史

(
「
〇

六
頁
)
及

び

天

暦

以
前

の
訟
口
顧

變

化

に

つ
い
て

(
二
頁
)

(文
學
第
七
谷
第
二十
・七
號
所
=載
)
に
、

う
、

ふ
．幽
表

記

を
共

に

し

た
例

を
不

安
朝

の
日

記
物

語
類

か

ら
豊

富

に
擧

げ

て

ゐ

ら
れ

る
。

竹

取
物

語

(拙
稿
國
語
國
文
錦
六
怒
第

五
號
校
本
竹
取
翁
物
語
を
參

照
)
・
を
例

に

取
る

と
t

…菅

の
前

に
來

る
菅

韻
變

化

の
場

合

に

は

　

　

御

そ
ぬ
き

て
か

つ
け
給

ふ
つ
　

(山
帰
本
　
前
田
家
本
　
金
森
本
　
刊
本
系
統
)

　

　

　

動
詞
ウ
音
便
・の

一
考
祭
(
下
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。　
　

六
三



齟

　

　

　

動

餌闘
ウ

謡
日
便

の

一
漸
「寂
刎
(
下
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー
－

　
　

か
く
や
姫

の
家

に
入
り
給

ふ
て
　
(
類
從
本
)
　

　

　

　
、

と

あ

り

、

s

の
前

の
菅

祓
變

化

の
場

合

に
は

　
　

い
ら

ふ
る

や

う
な

し
給

ふ
そ
　

(
前
田
家
本
)

　
　

い
允
く

な
侘

さ
せ
給

ひ
奉

ら
せ
給

ふ
そ

(
前
田
家
本

刑
本
系
統
)

　

そ

の
他
類

從

本

和
泉
式

部

日

記

大

和
物

語

纉

岐

典

侍

β

記

に
「

給

ふ
て

俗

二
點

集

に
よ

る

と

束
大
寺
三
論
宗
用
之

寅

俗
肅

集
蠻

一)
　

タ
;

タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ

ル
=
ト

ヲ

イ

7

タ

リ

厂

メタ

マ

フ

ッ

ル

タ

マ

×

。

タ

リ

一

西
墓
點
　
園
城
寺
川
之

　

ヲ

モ

フ

テ

蠱

丶

タ

マ

フ

テ

ー

－「

　

、

■
(
〕異
俗

一
一
……瀰
焦
琳
怒

{
ハ
)

．
六
四

の
表

記

が
多
数

を
占
め
て
ゐ
る
。
術
高
畠
敬
書
寫

の
其

■

，

と

散
見

す

る

の
は
表

．記
混

亂

期

の
寫

本

距

る
事

を

示
す

も

の
と

云

つ
て

よ

か

ら

う
。

随

つ
て

こ
れ

等

の
文
獻

の
示

す

所

の

フ
は

u
音

で

は

な

～
へ
一
種

の
長

促

菅

で
あ

つ
て
撥

昔

的

寡

園
氣

か

ら
少

し
脆

し

か

け

た

も

の
で
あ

る
事

が
分

る

で

あ

ら

う
。

即

ち
院

政
期

に
人

る

と
共

に
の



促

…膏
的

な
力

張

い
響

も

國
語
膏

と

し

て
慣
れ

る
樣

に
な

つ
た
か

ら

で
も

あ

ら

う
。

こ

の
頃

は
武

士

階

級

の
擾

頭

し

か
け
た
頃

で
あ

る
纂

も

考
慮

に
入
れ

る

べ
き

で

あ

る
。

然

し

こ
れ

も

急
速

忙
促

音

に
な

つ
た

と

は
云

へ
ぬ

で
あ

ら

う
。

矢

張

り
漸

次
促

膏

的
色
彩

の
濃

度

を
加

へ

て
鎌
倉

武

士

の
用

ひ
た

と
思

は
れ

る
促

菅

へ

の

一
歩

近

づ

き

を
院

政

期

の
長
促

普

は
持

つ
て
ゐ

た

の
で
あ

る
。

　

詫

广
期
|姑
《
O
》
の
文

宇

は

期
|剋
《
む
》と
書

き

代

へ
ら

れ

る

の
が
至

當

で

あ

ら

う
。

尅

は
剋

の
俗

事

で
あ

り

．

疇

刻

の
剋

と

見

れ

ば

こ
れ

は
K

入

郵

の
女

字

で

あ

る

か

　

　

ら

註

に

あ

る

、

伊

乃

古

不

の
古

不

は
剋

の
皆

を

表

蚊

し

た
音

註

で

あ

る

と

考

へ
る

事

が

出

來

な

い
で
あ

ら

う

か
。

か

く

す

れ

ば

「
伊

乃
し

は

何

を

意

味

　

　

す

る

皆

葉

で

あ

る

か
と

云

ふ

事

が
|間
《

'
》
題

と

な

る

が

、

或

は
干

支

の
戊

の

「
イ
」

で

は

な

か

ら

う

か
。

或

は

「
亥

」

の

「
ゐ
」

を

誤

り
寫

し

た

の
で

は

な

　

　

か

ら

う

か

と

も
思

は

れ

る
。

軌

れ

に

し

て

も

「
伊

乃

」

の

「
伊

」

は

何

か
名

詞

を

表

は

す

嘗

葉

で

あ

り

「
乃

」

は
所

右

格

に

嘉

つ
助

訓

「
の
」

で

あ

る

　

　

と

考

へ
る

琳

も

弧

ち

不

可

能

で

は

な

か

ら

う
。

K

入

聲

を
F

入

聲
・を

以

て
表

記

し

た
例

が

あ

る

所

を

見

れ

ば

、
　
「
古

不

」

は
剋

の
字

管

炭

記

と

す

る
事

　

　

も

出
=來

る

の
で

は

な

い
か
。

可
成

り
横

道

へ
逸

れ

た

が

暫

定

的

試

案

と

し

て
提

示

す

る

に

止

め

た

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
か
ご
ひ

　

　

因

に
板

橋

倫

行

氏

校
譯

「
日
本

撚

興

記

」

に
は
期
尅

と

し

て
動

薊

と

し

て
取

扱

つ
て
あ

る
亡

そ

の
他

の
諸

氏

の
詳

し

い
考
詮

は
未

だ
管

見

に
入

ら

な

い

　

　

の
を
遺

憾

と

す

る
次
第

で

あ

る
。
國

史

大
系
本

扶
桑

略

記
歛

明

天
皇

卅

ご
年

の
條

に

は
　
期
剋

の
二
字

を

省

い
て

　

　

　

彼

犬
予

。

毎

向

二
家

屋

鮪　

嗤
・映
。
　

　

　

　

家

屋
脅
惶

。
告

二
家

長

一
言
。

此

犬
打
鮫

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

ヱ
ホ
ユ
(
或
木
假

名
)

　

　

と

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
"

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

ウ

書

便

の
'發

生

　

フ
、

ッ
兩
表

記

の
混

亂

期

に
於

て

は
此

の
フ
表

記

が
形
容

詞

に
ま

で
も

そ

の
使

刑
範

園

を
擴

充

し

て
行

っ
た
も

の
ら
し

い
。

延
慶

本

干

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

`

家

物

語

(
一
九
六
九
)
に

は

　

　

ア

フ

ナ

フ

　

　
コ

・

ロ
細

フ

　

　
ヅ

ヨ

フ

ナ

ル

　
　
　

動
詞
ウ
音
便
の
一
考
祭
(下
)
　

　

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
五

●



　

　

　

　

　

　

　

　

　
州

　

　

　

動
詞
ウ
暑
便

の

一
考
豢
(
下
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、　
　
　
　
六
六

　
論

語

義

疏

(
二

=
二
七
)
に

　

　
雌

．
．
ル

と

あ

つ
て

こ

の
時

代

頃

が

フ
が
長
促

菅

的

な
も

の
よ
り
、長
菅

へ

の
變

化

を
來

し

つ
ゝ
あ

つ
た

過

渡

期

と
考

へ
る

こ
と

が

出

來

る

で
あ

ら

う
。

從

つ
て

フ
が
長

昔

的

へ

の
變

化

と
共

に
此
處

に
初

め

て

ハ
行

四
段

の
長

菅

化

が
威

立

し
今

日

の
所

謂

ウ
菅

硬

と

な

つ
た

と
見

る

ぺ
き

で
あ

ら

う
。

延
慶

本

平
・家

物

語

に
漸

く

ウ

を
以

て

し
た

ハ
行

四

段

の
活

用

語

尾

の
表

記

　
ア
ウ

テ
　

ヲ
ウ

テ
　

ソ
ウ

テ
　

タ

タ

ヨ
ウ

テ

等

が
現

は
れ

て
來

る

の
で

あ

る
。

　

か
く

考

へ
て
來

る

と
干

安

朝
中
期

に
現

は
れ

た

ウ
表

記

と
室

町
時
代

の
そ
れ

と

は
膏

韻
組

織

の
上

で

は
同

}
で
な

い
事

は
誰

し
も
肯

か

れ

る
事

で

あ

ら

う
。

ハ
行

四

段

の
迷

用

形

の
活

用
語

尾

の
苦

韻
變

化

を

ウ
を

以

て
表

記
し
π

事

は
事
實

の
誰

す

る
所

で
あ
る

が
、

こ
の
ウ

表

記
發

生

の
暫

時

の
後

に
既

に
天
喜

二
年

に

は
語
中

t
昔

を
受

け

る
場

合

の
變

化

に

フ
が
用

ひ

ら
れ
、

院

政

初
期

か
ら

は

フ
表

記

の
カ

が

ウ
表

記

を
遙

か

に
墜

倒

し

て
用

ひ
ら
れ

て
ゐ

た
事

は
撥

昔

よ
り

長
促

膏

へ

の
變

化

を
物

語

る
も

の
で
あ

る
。

そ

の
…川
に
ウ
表

記

の
も

の
も

全

然

な

い
と

は

云

へ
ぬ

が
そ

の
數

は
極
く

僅

か

で
あ

る
。

只

だ
　

コ
バ
ウ
　

の
み

は
諸

點
本

に
各

時

代

を
通

じ

て
ウ
麦

記

の
多

い
事

は
先

に
述

べ
た
所

で
あ

る
。

室

町
時

代

に
入

る

と

鼻

菅

は
淌

失

し

て
全

く

11
骨

を

韻

尾

に
持

っ
長

菅

と
變

化

し

た

の
で
あ

ら

う
。

そ
れ

は
形

容

詞

の
副

詞

形

の
ウ
表

記
も

こ
の
蒔

代

に
多
く

現

は
れ
始

め

て
、

形
容

詞

の
ウ
二智
便

と

同

じ

賛

顧

懣

程

を

持

つ
も

の
と
推

定

さ
れ

る
か

ら
で

あ

る
。

又

こ

の
時

代

に

㎎
膏

の
表

記

が

フ

ム
ウ
各

表

記
混

亂

時

代
を

脱

し

て
ウ

表

記

に

一
定

す

る

に

つ
れ

て
、
ウ
表

記

が
蓮

母
菅

或

は
單
長

母

と

し

て

の
音

を
表

は
す
非
ハ
記

と
威

り
経

つ
て

ゐ

だ
籍
も
推
察

出
=來

る

の
で
あ

つ
て
、

喉

内
鼻

膏

と

云

ふ
名
稱

は
我

園

に
於

て

は

名
實

伴

は

ぬ
昔

と

な

つ
距

の
も
、

ハ
行

バ
行
四

段

活

用
語

尾

の
長
贇

化

に
並

行

し

た
現
象

と
認

め

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

か
か

る
習

韻

の
變



化

が

二
方

向

に
分
岐

し

、
一
は
長
促

昔

化

し

一
は
長

音

化

す

る
際

、
後

者

の
單
長

母

膏

は
勿

論

α
或

は

6

で
表

し
得

る
も

の
即

%
開

菅

で

あ

ら

ね
ば

な

ら

ぬ
。

少

く

と

も

今

口

上
方

近

畿

で
行

は
れ

る

ハ
行

ウ
昔

便

が

オ
列

漸
…張

二
重

母
菅

に
な

る

ま

で

の
も

の
は
開

音

の
オ
列

單

長

緑
・菅

の
も

の
で
あ

つ
亢

と
考

へ
て
少

し
も
無

理

で

は

な

い
。

邃

に

は
か
表

記

に
引

か
れ

て

二
重

母
昔

群

の
後

母

昔

を
ウ

列

の
昔

に
強

く

發

膏

す

る
様

に
な

る

事

は
朗

讃

の
際

に
起

り
勝

ち

な
傾

向

で

あ

る
。

そ
れ

は
ウ
表

記

で
絡

る

四

段

活

用

の
経

止

形

を

ウ

列

の
母
音

を

張

く

發

管

す

る

事

か

ら

の
類

推

に

よ

る

の
で

あ

ら

う
。

随

つ
て
從

來

の
　

跏
↓

oo
↓

6
　

の
過

程

は
肯

定

し
靉

ね

る

の

で
あ

つ
て
、
謡

↓

6
↓

嫩

と

云

ふ
過

程

に
改

め

る

べ
き

で
あ

ら

う

と
思

ふ
。
同

時

に

そ
れ

は

滴

↓

・o
↓

㎝

の
場

合

に
も

適

用
出

來

る

の
で

あ

つ
て
、
更

に
　

韻
↓

・。

或

は
　

01
↓

6
　

と
合

音

に
變

化

し
得

る

事

も

北11
か
れ

る

で

あ

ら

う
。

裏

日
本

近

畿

地

方

に
於

て

は

こ

の

o

の
合

菅

化

が
特

に
著

し
く

、

文

字

通

り

の
　

オ

モ
ウ

テ

(
思
)
　

コ
ウ

テ

(貿
)
　

の
如

く
6

に

た

つ
て

ゐ

る
。
・そ

れ

に

郵

し

て

6
或

は

oo

の
場

合

は
山

形
幅

井

滋

賀

徳

島

地
方

に
發

膏

さ
れ

る

ら

し

い
。

随

つ
て
同

じ

ウ

菅

便

の
中

で

も

開

食

二
樣

の
音

を
持

つ
て

ゐ

る

事

は
ウ

…菅
便

の
菅

瓢
變

化

の
過

程

が
然

ら

し

め

る
嘗

然

の
歸

結

と

云

は

ね
ば

な

ら

ぬ
。

促

昔

便

は

云

ふ
ま

で
も

な

く

フ
表

記

の
長
促

菅

が
促

菅

化

し

ツ

に

て
表

記

さ
れ

た

の
で

あ

つ

て
占
　
一
方

ウ
苦

便

に
音

鼠

上

二
様

(或

は
そ
れ
以
上
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
)

を
認

め

る

事

が
出

來
・る

と

す

れ

ば

、

こ
・の
長

促

昔

が
促

子
…菅

の
誚

滅

に

よ

つ
て
動

詞

語

韓

の
母

音

を

そ

の
ま

ゝ
長

骨

化

し
た

も

の
も

行

は
れ

て

よ

い
筈

で

あ

る
。

カ

ー

タ

(買

つ
た
)
　

ア

ラ

ー

タ

(洗

つ
た
)

等

が
そ

れ

で

あ

つ
て
、

蔽

島

縣

富

山
縣

舟
」兄

賦
域

に
話

さ
れ

る

事

が
昔

韻
調

査

報

告
書
=
(
二
五
七

一
)
に
報

告

さ
れ

て

ゐ
る

の
で
あ

る
。

言

語

麺

遷

の
過

程

を
顧

る
時

そ

の
中

途

の
も

の
が
あ

る
地

方

に

の
み

殘

存

し

、

そ

れ

が
文

化

的

に
洗

練

さ
れ

た
都

會

に

入

る

程
古

い
言
葉

の

姿

を
失

つ
て
行

く

事

は
考

へ
ら
れ

る

の
で

あ

る

か

ら

、
ウ

幵

便

の
過

程

は
．長
促

．菅

を
古

い
も

の
と

し

て

そ

れ

か

ら

顯

㎝
が
都

會

の

口
語

に

逋

す

る
僞

に
發

生

し

た

の
で

は

な

か

つ
た

か

と
考

へ
度

い
。

　

　

　

動
訓
ウ
曾
便
の

一
考
察
(
下
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．　
　

六
七
．



　

　

　

鋤
隔副
ウ
管
櫃
ハ
の
　
一
考
豢
(
下
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
　

結

び

　

今

ま

で
述

べ
て
來

た
所

の
過
程

は
次

の
如
く
要
約
出
來

る
で
あ

ら
う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
フ
表
記
〉
　
　
　
　

(
ツ
表
記
)

駕
表
寵
＼

談
堡

臼

　

促

勲．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
表
記
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

長

　

　
寳

　

　

　

　

　

　ウ

普

便

　

縦

令

一
歩

譲

つ
て

瓢
oo

o1
6

か

ら
促

管

便

に

な

つ
允

と
考

へ

て
も

、

さ
し

あ

左
り
、u
菅

の
消

滅

の
原

因

を
探
究

せ

な
け
れ

ば

な

ら

な
く

な

る
。

そ

れ

が
爲

に

は

u
音

の
微

砺

化

を

以

て
筋

道

を

立

て

ん

と

す

る
方

法

も
考

へ
ら
れ

る

で

あ

ら

う
け
れ

ど

も

、
そ

れ

は

不
合

理

な
事

で
あ

つ
て

、

11
音

の
微

弱

化

で
直

に
促

音

化

し

な

い

事

は
近

畿

地
方

に
於

て
　
オ

モ
タ
(思
う
た
)
　

オ

タ
(逢
う
た
)
　

ゴ
タ
(買
う
た
)

と
發

昔

さ
れ

る
事

で

も

分

る

で

あ

ら

う
。

今

日

の
促

普

は
既

に
鎌

倉

時

代

に

フ
表

記

か

ら

ツ
表

記

へ
移

つ
'汝

時

の
促

菅

を

そ

の
儘

受

け
繼

い
だ

・も

の
で
あ

つ
て

、

ウ

背

便

と

は
別

途

の
變

遷

過

程

を
經

て
來

て

ゐ

る

の
で
あ

る
。

そ

の
系
統

は
關

東

武

士

の
言
葉

と

し
て

の
特

殊

な

領

域

に

發

達

し

た

の

が
初

め

で
あ

つ
て

、

そ

の
儘

「
借

ッ

ク
」

以
外

は
上

方

へ
の
進

出

を

全
、く

な

さ

な

か

つ
た

の

で
あ

ら

う
。

若

し
ウ
斌
ー4
便

の

11

の
微

弱

化

が
起

る
可

能

性

あ

り

と

す
れ

ば

上

方

に
も

ハ
行
促

↓菅
便

の
發

生

が
起

り

そ

う

な

も

の

で
あ

る

が
導
實

は

こ
れ

を

企

K

否

定

し

て

ゐ

る
。

爪何

ハ
行

四

段

の
青

便

形

式

を
各

地
方

に

よ

つ
て
調

査

し

た
諸
賢

各

位

の
考

察

を
例

出
=し

、
合

理
的

な
結

論

に
迄

近

づ

い

て
行

く

ぺ

き

で

あ

る

が
、
　
一
先

づ

此

處

で
粗

漏

の
責

を

荷

ひ
高

所

の
御
嚴

正

を
俟

ち
炭

い

と
思

ふ
。

　

　
拙
稿
製
作

に
多
大

の
御
激
勵
を
賜

つ
た
吉
澤
博
士
．
並
び
に
補
訂

に
際
し
て
御
携
導
を
仰

い
だ
遠
藤
先
生

に
深
く
感
謝

の
意
を
表
し
上
げ
る
次
第

で
あ

　

　

る
。
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